
第１部　朗読劇「さあちゃんとヒロシマ」より（写真①）

第２部　平和ディスカッションより（写真③）
西尾さん（中央）と島根大学の学生

西尾幸子さんプロフィール（写真②）
　1932年広島市生まれ。
1945年春、広島第一高等女学校
（現・県立広島皆実高校）に入学。
それから４ヶ月後の8月６日、当時
13歳だった西尾さんは、母親の
実家がある島根県に疎開。しかし、
建物疎開の片付け作業に動員さ
れていた同級生223名が犠牲と
なりました。
　13歳で死んでいった友人達の
無念の思いを伝えるために、『二
度と戦争を起こしてはならない』
『核兵器をなくそう』と、平和の語
り部として活動しています。

〒690-8552 松江市西津田 8-8-10 ホームページ

スマートフォン用サイトはこちらから→
TEL.0852-27-3774　FAX.0852-32-9371 http://www.matsue-hew.jp/

月刊

2024年２月1日

月号
組合員………………………32,911人
出資金高……… 1,661,843,600円
平均出資金額………………50,495円
機関紙手配り協力員数…… 1,877人
手配り配布数………………12,180部

（12月末日現在）
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新型コロナウイルス感染症に対する院内感染予防強化のため、受診の際
には問診票記入と患者さま（付き添いの方も含め）各自お家での検温をお
願いしております。また、マスクの着用にご協力ください。お手数をおかけ
いたしますが、ご理解とご協力をいただきますようお願いいたします。

　　
第
一
部
（
写
真
①
）
は
朗
読

劇
「
さ
あ
ち
ゃ
ん
と
ヒ
ロ
シ
マ
」

が
大
人
4
人
と
小
学
生
5
人
で
上

演
さ
れ
ま
し
た
。
ス
ク
リ
ー
ン
に

は
西
尾
さ
ん
（
写
真
②
）
が
小

学
校
時
代
の
お
友
達
と
一
緒
に

映
っ
た
写
真
や
高
校
生
が
被
爆
体

験
を
聞
い
て
描
い
た
絵
が
映
し

出
さ
れ
、
読
み
手
の
方
々
の
力

強
い
朗
読
も
あ
い
ま
っ
て
国
民

が
戦
争
へ
と
気
持
ち
も
生
活
も

一
歩
一
歩
巻
き
込
ま
れ
て
い
く
息

苦
し
い
様
子
、
同
級
生
2
2
3

人
を
原
爆
で
亡
く
し
た
西
尾
さ

ん
の
平
和
へ
の
願
い
が
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。

　
生
き
た
く
て
も
生
き
ら
れ
な

か
っ
た
人
々
、
生
き
残
っ
た
喜
び

と
辛
さ
を
感
じ
た
人
々
、
各
々
の

思
い
に
心
を
寄
せ
る
事
が
出
来
た

時
間
で
し
た
。

　
第
二
部
（
写
真
③
）
で
は
今

回
初
め
て
島
根
大
学
生
と
西
尾
さ

ん
で「
平
和
の
バ
ト
ン
を
つ
な
ぐ
」

と
題
し
た
平
和
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
学
生

は
「
戦
争
を
体
験
し
た
家
族
の
話

を
聞
い
た
こ
と
で
平
和
に
つ
い
て

考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
ま
わ

り
の
学
生
た
ち
の
中
で
平
和
に
つ

い
て
関
心
を
持
っ
て
い
る
の
は
少

数
派
な
の
で
き
っ
か
け
作
り
を
し

て
い
き
た
い
」
と
今
後
に
つ
な
が

る
話
が
聞
け
ま
し
た
。
若
い
世
代

の
力
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　
西
尾
さ
ん
は
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、

パ
レ
ス
チ
ナ
で
の
悲
惨
な
状
況
が

毎
日
映
像
で
流
れ
て
、胸
が
痛
む
。

国
同
士
の
諍
い
は
あ
っ
て
も
人
ご

ろ
し
は
絶
対
に
ダ
メ
だ
。
話
し
合

い
を
し
て
欲
し
い
」
と
力
強
く
訴

え
ら
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
感
想
で
は
、朗
読
劇
、

学
生
の
方
々
と
の
つ
な
が
り
も
続

け
て
く
だ
さ
い
、
な
ど
い
た
だ
き

ま
し
た
。

（
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
　
井
上
薫
）
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松江市西津田7-14-21　ふれあい健康センター1～3階

フリーダイヤル

平日

第2・4土曜日

8：00～17：00

8：00～12：00

ふ れ あ い み れ よ

※健診の予約は健診センターへ。《診療予約専用電話》

都合により、診療体制の変更もありますのでご了承ください。

・電話や来院による診療科の予約ができます。新患の方は、ご相談ください。
・予約済の方は、診療所1階の再来受付機で受付してから各科にお回りください。
・来院時には「プラスチックの診察券」をお持ちの方はご持参ください。
・初診時、又は月に一度は必ず「保険証」をお持ちください。
・お問い合わせは☎0852（23）1111までご連絡下さい。
・ホームページ httpｓ://www.matsue-seikyo.jp/　スマートフォン用サイトはこちらから↑

第1・第3・第5土曜日は、休診です。

松江市西津田8-8-8

※ 救急指定病院です。
　 急患の方は、お申し出ください。24時間体制です。

※ 健診は予約制で行っています。予約は電話でできます。
　 予約時間は、午前10：00～12：00、午後1：00～4：00。
※ 土曜日は第2、4の午前のみ行っています。
 

月
○
○

火
○

水
○
○

木
○
○

金
○
○

土
○午　前

午　後

松江市西津田7-14-21 ふれあい健康センター2階

○診療／15：00～　○受付／14：30～16：30

耳 鼻 科 仙 田 仙 田
月 金

専 門 外 来
大 腸 肛 門
ス ト ー マ
血 管

曜　日
月

第２水・第４水
水

受 付 時 間
8：00～11：00

完全予約制
8：00～11：00

（ふれあい診療所3階）

○診療／10：00～ ○受付 予　約／8：00～12：00
予約外／8：00～11：00

戸 田 戸 田 戸 田 戸 田 大学医師 戸 田
月 火 水 木 金 土

戸 田 戸 田 河 野

○診療／14：00～（月・火曜日）　13：00（木曜日）

○受付 予　約／13：30～15：30（月・火曜日）※第3月曜日完全予約制　
予約外／13：30～15：00（月・火曜日）　13：00～14：30（木曜日）

月 火 水 木

○受付／16：30～18：00○診療／17：00～戸 田
火

火　曜　日 内　　科脳神経内科 整形外科

内 科
循 環 器
不 整 脈

濵　　田 眞　　木 カ

脳 神 経 内 科 大 田 誠

鈴木・越田

月 火 水 木

大　　西
池田（第1・3・5）、

（松江医療センター）

消 化 器

呼 吸 器

メンタルヘルス科 富　　 澤

金

腎・透 析 科 上 田

眞木 高（第1・3・5）
眞 木 高

○受付　予　約／8：00～12：00
　　　　予約外／8：00～11：00

○診療／9：00～

火月 水 木 金 土

午前
午後
夜間

9：00～12：30（月～土）
14：00～16：30（月～金）
17：00～19：00（月・火）

松江市西津田7-14-21 ふれあい健康センター1階

※ 予約診療を行っています。予約は電話でもできます。
※ 痛みがひどいときは、電話でご相談ください。
※ 土曜日診療は第2、4、5土曜日の午前のみ行っています。
※ 矯正は第3月曜日で完全予約制です。

※ 月曜日の夕方診療は16：00～17：30です。
※ 第1、3、5土曜日は休診です。
※ デイサービス・居宅介護支援事業所を併設しています。

予 約 時 間

東出雲町揖屋1137-1

受付時間

8：30～12：00

月 火 水 木 金

濵　田　 吉岡（整形）
（第2・4）

仲　田
（第１・3）

濵　田
（第2・4）濵　田　 千　代

土

※脳神経内科：新患対応が可能な日は、火曜日、木曜日のみとなります。
ご了承ください。

※メンタルヘルス科に初めて受診を希望される方は、予約専用電話にお問い
合わせ下さい。

※火曜日、木曜日整形の受付は10時まで。

福 田

大 野

眞 木 高

眞 木 薫

内 田
佐 藤
山 本

仙 田

塩 野

宮 廻

髙 濱
吉 岡
嘉 本

大 西

交 代 制

仙 田

第2 鈴木・宮廻

第4 越田・鈴木
山下

塩 野

眞 木 薫 眞 木 薫
仲 田

大 西

吉 岡
榎田（大学）

福 田

宮 廻

内 田
　 橘 　
横 山

大 田 誠 大 田 誠
大田誠

仙 田

池 原

髙 濱
二 宮
嘉 本

山 下

韓

数 森
大 西

眞 木 薫

交 代 制

美 津 島

仙 田

大学医師

田 中

富 澤

鈴 木

池 原

※受付10時まで

（第1・3）
（再診のみ）

※受付10時まで

※受付10時まで ※受付10時まで
（第2）

（奇数月）

（第2のみ）

髙 濱
二 宮

大 野

大 西

越 田
山 下 鈴 木

（第 1・3）

柴 田

眞 木 薫

交 代 制

塩 野

大学医師
仙 田

大学医師

平
仲 田

佐 藤
山 本
横 山

二 宮
嘉 本

数 森

宮 廻

塩 野

美 津 島

仙 田

大学医師

（第2のみ）

中 村

内科

腎・透析科

メンタルヘルス科

放 射 線 科

脳 神 経 内 科 （再診のみ）

（宮廻は奇数月のみ）

新患

新患

新患

消化器
内科

循環器
内科

整 形 外 科

外 科

脳 神 経 外 科

耳 鼻 咽 喉 科

泌 尿 器 科

皮 ふ 科

眼 科

予約

予約

予約

完全予約制

完全予約制

完全予約制

完全予約制

完全予約制

受診時の
お願い

「第35回
戦争体験を語り継ぐ集い」

― 平和を伝えていくのはわたしたちの1歩から ―

い
さ
か

　初めて参加しました。参加してよかったですし、いろいろな方に「参加して
みてもらいたい」と思いました。
　大学生が戦争体験者から聞いたお話を２世代、３世代・・・と、どんどん語り
継いでいく事は平和にとって大切だと感じます。大学生たちが家族の影響か
ら平和の大切さを考えるようになったように、西尾さんのお話を聴く事がで
きた自分もまずは身近な家族から話をしてみたいと思います。私たちの暮ら
しの土台にある平和をこれからも大切にしていきたいと思います。（30代）

　今日はこの集いに参加し、平和がいかに大切か　戦争は絶対にやって
はいけないという気持ちを強く感じました。
　西尾さんの女学校の同級生223人もの尊い命が奪われ自分だけが生
きていて良いのかという苦しい気持ちを命ある限り自分が体験したこと
を伝えていこうと頑張っておられる姿に感動しました。
　今回は学生さん達とのディスカッションというとてもいい企画でした。
ありがとうございました。（60代）

12
月
17
日（
日
）「
第
35
回
戦
争
体
験
を
語
り
継
ぐ
集
い
」が

松
江
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー（
S
T
I
C
ビ
ル
）で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
人
の
参
加
者
で
、戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和
の
尊
さ
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
し
た
。

12
月
17
日（
日
）「
第
35
回
戦
争
体
験
を
語
り
継
ぐ
集
い
」が

松
江
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー（
S
T
I
C
ビ
ル
）で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
人
の
参
加
者
で
、戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和
の
尊
さ
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
し
た
。

国
同
士
の
争
い
は
あ
っ
て
も

　
　
　
　
　
　
　
話
し
合
い
で
解
決
を
！

国
同
士
の
争
い
は
あ
っ
て
も

　
　
　
　
　
　
　
話
し
合
い
で
解
決
を
！

100100

参加者の感想より

ス
テ
ィ
ッ
ク
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30
年
以
上
前
に
M
R
I
装
置

を
使
っ
た
未
破
裂
動
脈
瘤
の
検

診
が
始
ま
り
で
、
市
中
の
中
小

病
院
で
も
M
R
I
が
普
及
し
て

い
る
日
本
な
ら
で
は
の
検
診
シ

ス
テ
ム
で
す
。
脳
M
R
I
と
頚
動

脈
エ
コ
ー
に
よ
る
画
像
診
断
の

他
に
、
採
血
検
査
や
認
知
症
検

査
も
取
り
入
れ
て
い
る
医
療
機

関
も
あ
り
ま
す
。
頭
痛
な
ど
気

に
な
る
症
状
を
お
持
ち
の
方
も

お
ら
れ
ま
す
が
、
普
通
は
日
常

生
活
に
支
障
を
き
た
す
よ
う
な

神
経
症
状
の
な
い
（
無
症
状
）
方

が
対
象
で
す
。
無
症
状
の
う
ち

に
病
気
を
見
つ
け
て
、
病
気
の
早

期
発
見・早
期
治
療
（
医
療
介
入
）

に
結
び
付
け
よ
う
と
い
う
趣
旨

は
通
常
の
ド
ッ
ク
と
同
じ
で
す
。

　
M
R
I
の
「
I
」
は
イ
メ
ー
ジ

（image:

画
像
）の
頭
文
字
で
す
。

　
脳
を
6
〜
10
㎜
幅
で
ハ
ム
の

よ
う
に
切
っ
た
断
面
を
観
察
し

ま
す
。
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち

に
起
こ
っ
た
小
さ
な
脳
出
血
や

脳
梗
塞
（
図
1
）、
外
傷
の
痕
、

症
状
の
出
て
い
な
い
脳
腫
瘍
な

ど
が
み
つ
か
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。「
脳
萎
縮
の
程
度
を
確
認
し

た
い
」
と
、
受
け
ら
れ
る
方
も
お

ら
れ
ま
す
。

　
M
R
A
の
「
A
」
は
ア
ン
ギ
オ

グ
ラ
フ
ィ
ー
（angiography:

脳

血
管
撮
影
）
の
頭
文
字
で
す
。

　
以
前
は
造
影
剤
を
使
わ
な
い

と
脳
の
血
管
を
観
察
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

M
R
I
装
置
で
３
次
元
（
立
体

的
な
）
評
価
も
可
能
と
な
っ
て
い

ま
す
。
脳
動
脈
瘤
（
図
2
）
を
破

裂
前
に
見
つ
け
る
こ
と
で
、
く
も

膜
下
出
血
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と

が
可
能
と
な
り
ま
す
。

あ
り
ま
せ
ん
が
、
年
齢
相
応
の

萎
縮
が
み
ら
れ
た
場
合
、
私
は

「
認
知
症
の
方
に
は
脳
萎
縮
が
み

ら
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
脳

萎
縮
の
あ
る
方
が
必
ず
し
も
認

知
症
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
M
R
I

（
画
像
）
は
脳
の
形
を
見
て
い
る

の
で
あ
っ
て
、機
能
（
働
き
具
合
）

を
見
て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。」
と
お
答
え
し
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、（
脳
ド
ッ
ク
の
結
果
を

聞
き
に
一
人
で
受
診
さ
れ
る
方
は

稀
で
す
が
）
以
前
よ
り
も
萎
縮

が
進
行
し
て
い
た
り
、
水
頭
症

と
い
っ
て
手
術
で
治
る
認
知
症

が
疑
わ
れ
る
場
合
は
「
異
常
」
と

し
て
判
定
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
ご
承
知
の
通
り
認
知
症
治

療
薬
が
保
険
で
の
治
療
が
可
能

　
頚
動
脈
（
拍
動
を
ふ
れ
ま
す
）

は
動
脈
硬
化
に
よ
る
プ
ラ
ー
ク

形
成
（
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が

動
脈
壁
に
溜
ま
る
）
や
そ
れ
に

よ
る
狭
窄
（
血
管
の
内
腔
が
狭

く
な
る
）
が
起
こ
り
や
す
い
部

位
で
す
。
M
R
A
で
も
狭
窄
の

あ
る
な
し
は
わ
か
り
ま
す
が
、

頚
動
脈
エ
コ
ー
を
使
う
と
血
管

の
壁
の
様
子
を
直
接
観
察
で
き
、

血
流
速
度
も
測
定
で
き
ま
す
。

　
壊
れ
や
す
か
っ
た
り
潰
瘍
を

伴
っ
て
い
る
プ
ラ
ー
ク
は
脳
梗

塞
に
な
る
危
険
性
が
高
く
、
狭

く
な
る
と
血
流
が
速
く
な
り
ま

す
の
で
狭
窄
の
程
度
を
速
度（
数

字
）
で
評
価
も
で
き
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
脳
腫
瘍
や
脳
動
脈

瘤
な
ど
が
見
つ
か
っ
た
場
合
は

脳
神
経
外
科
へ
の
受
診
を
お
勧

め
し
ま
す
。

　
初
回
検
査
で
脳
出
血
や
脳
梗

塞
が
見
つ
か
っ
た
場
合
は
、
脳

神
経
外
科
な
い
し
脳
神
経
内
科

の
受
診
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
し
て
高

血
圧
・
糖
尿
病
・
高
脂
血
症
・
心

臓
病
・
喫
煙
な
ど
へ
の
治
療
や

指
導
を
行
う
こ
と
で
、
よ
り
重

症
な
脳
出
血
や
脳
梗
塞
の
予
防

に
つ
な
げ
る
こ
と
に
も
な
り
ま

す
。「
白
質
病
変（
は
く
し
つ
び
ょ

う
へ
ん
）」（
図
3
）
と
い
う
加
齢

性
変
化
を
指
摘
さ
れ
て
も
、
軽

度
で
あ
れ
ば
「
異
常
」
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
以
前
と
比

べ
て
増
加
し
て
い
た
り
、
高
度

（
範
囲
が
広
い
）
の
場
合
は
脳
卒

中
の
危
険
が
高
ま
っ
て
い
る
の

で
、
受
診
を
お
勧
め
し
て
、
特
に

高
血
圧
管
理
に
注
意
を
指
導
し

ま
す
。

　　
ド
ッ
ク
の
結
果
説
明
に
来
ら

れ
る
方
は
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が

「
脳
萎
縮
は
あ
り
ま
す
か
」
と
、

質
問
さ
れ
ま
す
。「
脳
萎
縮
」
イ

コ
ー
ル
「
認
知
症
」
と
考
え
て
い

る
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
脳

萎
縮
が
な
い
に
越
し
た
こ
と
は

と
な
り
ま
し
た
。
認
知
症
の
研

究
も
進
ん
で
い
ま
す
の
で
、
将
来

的
に
ド
ッ
ク
で
初
期
の
認
知
症

や
前
段
階
の
診
断
が
可
能
と
な

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
脳
動
脈
瘤
の
方
を
外
来
で
追

跡
す
る
場
合
、
形
状
変
化
が
な
い

方
は
通
常
１
年
間
隔
で
追
跡
し

て
い
ま
す
。
異
常
の
あ
る
な
し
に

か
か
わ
ら
ず
毎
年
脳
ド
ッ
ク
を

受
け
ら
れ
る
方
も
お
ら
れ
ま
す
。

個
人
の
判
断
に
お
任
せ
し
ま
す

が
、
異
常
を
指
摘
さ
れ
な
か
っ
た

場
合
は
１
年
以
上
の
間
隔
を
空

け
て
も
良
い
と
思
い
ま
す
。

　
X
線
を
使
用
し
な
い
の
で
被

爆
の
危
険
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。

以
前
は
窮
屈
な
と
こ
ろ
に
入
れ

ら
れ
て
、
騒
音
が
嫌
が
ら
れ
て
い

ま
し
た
が
、
皆
様
か
ら
の
出
資

金
の
お
か
げ
も
あ
っ
て
数
年
前

に
更
新
さ
れ
た
装
置
は
広
い
ス

ペ
ー
ス
で
息
が
詰
ま
る
よ
う
な

こ
と
は
な
く
、
検
査
中
に
モ
ニ

タ
ー
に
景
色
な
ど
の
映
像
が
映

し
出
さ
れ
、
音
も
小
さ
く
な
り
、

検
査
時
間
も
大
幅
に
短
く
な
り

ま
し
た
。
例
年
通
り
1
万
円
割

引
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
3
月
末

ま
で
実
施
中
で
す
。
こ
の
機
会

に
頚
動
脈
エ
コ
ー
と
併
せ
て
、
御

利
用
く
だ
さ
い
。

　
組
合
員
さ
ん
よ
り
「
新
聞
報

道
で
は
、
フ
ッ
素
は
有
害
物
質

で
日
本
の
米
軍
基
地
か
ら
流
出

し
て
周
辺
の
井
戸
を
汚
染
し
て

し
ま
っ
て
い
る
と
の
事
で
す
が
、

歯
科
で
歯
に
塗
ら
れ
る
フ
ッ
素

や
歯
磨
き
の
フ
ッ
素
は
無
害
で

し
ょ
う
か
」
と
の
ご
質
問
を
い

た
だ
き
ま
し
た
の
で
回
答
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
表
１
に
対
比
が
あ
り
ま
す
よ

う
に
、有
機
フ
ッ
素
化
合
物
（
総

称PFAS

）
は
環
境
や
人
体
へ
の

影
響
が
大
き
い
こ
と
か
ら
国
際

的
に
規
制
が
進
み
、
日
本
で
も

PFOS

は
2
0
1
0
年
、PFOA

は
2
0
2
1
年
に
製
造
・
輸
入

が
原
則
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

　
近
年
、
沖
縄
の
基
地
周
辺
で

の
深
刻
な
汚
染
が
問
題
化
し
、

批
判
の
高
ま
り
を
受
け
国
は

2
0
2
0
年
にPFOS

とPFOA

を
合
わ
せ
た
「
暫
定
目
標
値
」

を
1
リ
ッ
ト
ル
あ
た
り
50
ナ
ノ

グ
ラ
ム
と
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
歯
科
で
使
わ
れ
る

無
機
フ
ッ
素
化
合
物
は
、
フ
ッ

素
入
り
歯
磨
き
剤
の
む
し
歯
予

防
効
果
は
世
界
的
調
査
で
も
実

証
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
歯

科
で
歯
に
塗
ら
れ
る
フ
ッ
素

（
フ
ッ
化
物
歯
面
塗
布
）
と
の
併

用
で
さ
ら
に
む
し
歯
予
防
効
果

が
高
く
な
り
ま
す
。
国
内
で
の

フ
ッ
化
物
配
合
歯
磨
剤
の
普
及

は
9
割
を
超
え
、
フ
ッ
化
物
歯

面
塗
布
を
受
け
た
こ
と
の
あ
る

方
は
6
割
を
超
え
る
な
ど
普
及

が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
歯
に
使
わ

れ
る
フ
ッ
化
物
は
「PFAS

」
と

は
別
の
物
質
と
な
り
、
安
心
し

て
む
し
歯
予
防
に
使
用
い
た
だ

け
ま
す
。
注
意
頂
き
た
い
の
は
、

歯
科
で
の
フ
ッ
化
物
歯
面
塗
布

は
1
回
行
っ
て
も
効
果
が
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
年
に
2
回
以
上

定
期
的
に
継
続
し
て
実
施
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
乳
幼
児
に

定
期
的
に
継
続
し
た
場
合
、
む

し
歯
を
50
％
に
減
少
さ
せ
た
と

の
報
告
や
永
久
歯
に
対
す
る
予

防
効
果
も
20
〜
30
％
あ
る
と
の

報
告
が
あ
り
ま
す
。
松
江
生
協

歯
科
で
も
フ
ッ
化
物
歯
面
塗
布

を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

気
に
な
る
方
は
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

（
松
江
生
協
歯
科

事
務
長
　
長
谷
川
隆
）

　
写
真
の
よ
う
に
ふ
く
ら
は
ぎ

や
太
も
も
の
表
面
に
ミ
ミ
ズ
の

よ
う
な
ム
ク
ム
ク
と
連
続
し
て

隆
起
す
る
病
変
が
そ
れ
で
す
。

（
画
像
①
②
）

　
基
本
的
に
命
に
関
わ
る
病
気

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
足
の
だ
る

さ
、
む
く
み
、
ほ
て
り
、
こ
む
ら

返
り
、
む
ず
む
ず
感
と
い
っ
た
症

状
を
起
こ
し
や
す
い
で
す
。

　
足
の
調
子
が
悪
い
け
ど
原
因

が
わ
か
ら
な
い
と
い
っ
た
方
々
の

原
因
だ
っ
た
り
す
る
こ
と
が
多

い
と
言
わ
れ
ま
す
。
同
様
の
症

状
は
膝
関
節
炎
や
腰
部
脊
柱
管

狭
窄
症
、
閉
塞
性
動
脈
硬
化
症

で
も
起
き
る
と
さ
れ
、
鑑
別
に
な

り
ま
す
。
見
極
め
の
材
料
と
し

て
、
下
肢
静
脈
瘤
の
特
徴
は
ふ

く
ら
は
ぎ
に
症
状
が
多
く
、
午

後
か
ら
夕
方
に
か
け
て
悪
化
す

る
こ
と
が
多
い
と
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
こ
の
病
気
は
知
ら
れ
て

い
な
い
だ
け
で
意
外
に
多
く 

40
歳
以
上
の
日
本
人
で
は 

男
性

で
3
·
8
％
、
女
性
に
至
っ
て
は

11·

3
％
が
持
っ
て
い
る
と
言
わ

れ
ま
す
。

　
特
に
出
産
経
験
の
あ
る
女
性

で
は
2
人
に
1
人
と
言
わ
れ
ま

す
。

　
そ
の
他
危
険
因
子
に
は 

加

齢
、
家
族
性
（
遺
伝
性
）、
肥
満
、

立
ち
仕
事
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。

　
遺
伝
に
関
し
て
は
両
親
が
下

肢
静
脈
瘤
の
場
合
、
子
供
へ
の

遺
伝
は
90
％
と
言
わ
れ
ま
す
。

　
典
型
例
と
し
て
一
日
中 

立

ち
っ
ぱ
な
し
で
お
仕
事
さ
れ
る

方
（
美
容
師
・
調
理
師
さ
ん
等
）

に
多
く
見
か
け
ま
す
。
何
度
も

言
い
ま
す
が
、
身
近
な
病
気
な

の
で
す
。

　
静
脈
瘤
は
い
く
つ
か
の
種
類

に
分
類
さ
れ
ま
す
。

　『
伏
在
型
静
脈
瘤
』
が
積
極
的

な
治
療
対
象
に
な
り
ま
す
。
膝

の
内
側
や
後
側
に
静
脈
瘤
が
発

達
す
る
の
が
特
徴
的
で
す
。
ほ

か 『
ク
モ
の
巣
状
』や『
網
目
状
』

静
脈
瘤
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
ち

ら
は
積
極
的
な
治
療
対
象
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
見
極
め
は
専
門

機
関
で
行
う
の
が
良
い
で
し
ょ

う
。

　
こ
の
静
脈
瘤
を
そ
の
ま
ま
放

置
す
る
と
『
う
っ
滞
型
皮
膚
炎
』

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

ま
ま
皮
膚
潰
瘍
を
生
じ
る
こ
と

も
あ
り
、
そ
の
前
に
対
応
す
る
こ

と
が
肝
要
で
す
。

　
そ
れ
は
こ
の
3
つ
で
す
。

① 

う
っ
滞
型
皮
膚
炎

② 

辛
い
症
状
が
あ
る

     （
だ
る
さ
、
む
く
み
等
）

③ 

見
た
目
が
気
に
な
る

　
逆
に
症
状
が
な
く
、
見
た
目

も
気
に
な
ら
な
い
な
ら
積
極
的

な
治
療
は
不
要
で
す
。

　
治
療
方
法
は
大
き
く
2
つ
に

別
れ
ま
す
。

ま
ず
は
保
存
的
治
療
法
。

こ
れ
は
運
動
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
弾

性
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
な
ど
。

（
画
像
③
④
）

　
運
動
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
ふ
く

ら
は
ぎ
の
筋
肉
を
使
う
運
動
や

ふ
く
ら
は
ぎ
を
上
方
向
に
扱
く

よ
う
な
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
足
を
挙
げ

る
体
勢
で
休
む
な
ど
で
す
。

　
弾
性
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
は
足
を

締
め
て
ふ
く
ら
は
ぎ
の
筋
肉
ポ

ン
プ
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。

積
極
的
治
療
に
は
複
数
あ
り
ま
す
。

『
硬
化
療
法
』、『
高
位
結
紮·

ス

ト
リ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
の
外
科
的

療
法
』、『
血
管
内
療
法
』
な
ど
。

　
当
院
で
は
血
管
内
療
法
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
保
険
適
用
が
あ
り
、
1
泊
の

入
院
で
治
療
が
完
遂
し
ま
す
。

　
外
科
的
な
治
療
に
比
べ
、
術

後
の
痛
み
が
少
な
く
早
期
に
日

常
生
活
に
復
帰
で
き
る
点
や
、

治
療
成
績
が
外
科
治
療
に
匹
敵

す
る
点
が
優
れ
て
い
ま
す
。

　
慌
て
て
受
診
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
自
分
が
該
当
し

そ
う
だ
な
？
と
思
う
方
は
一
度

受
診
く
だ
さ
い
。
放
射
線
科
外

来
で
対
応
し
て
い
ま
す
。
外
来

は
毎
週 

火
曜
・
水
曜
日
で
す
。

　
ま
ず
は
お
気
軽
に
ご
相
談
を
。

松
江
生
協
病
院

　脳
神
経
外
科

　医
師

　美
津
島

　穣

ち
ょ
っ
と

に
な
る

気

脳
M
R
I
/
M
R
A
・
頚
動
脈
エ
コ
ー
に
つ
い
て

病
気

脳
ド
ッ
ク
っ
て
何
で
す
か

M
R
A
っ
て
何
で
す
か

脳
M
R
I
で
何
が

　
　
　
わ
か
り
ま
す
か

頚
動
脈
エ
コ
ー
で

　
　
何
が
わ
か
り
ま
す
か

異
常
を
指
摘
さ
れ
た
ら

ど
う
し
た
ら
い
い
で
す
か

下
肢
静
脈
瘤
は
足
の

血
管
の
病
気
の
一
つ
で
す
。

で
は
ど
ん
な
対
応
を

す
れ
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
？

で
は
ど
ん
な
方
に
積
極
的

治
療
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
？

ど
ん
な
治
療
を

　
す
る
の
で
し
ょ
う
か
？

毎
年
受
け
た
方
が

　
　
　
　
良
い
で
す
か

認
知
症
は
わ
か
り
ま
す
か

脳
ド
ッ
ク
で
わ
か
る
こ
と

脳
ド
ッ
ク
で
わ
か
る
こ
と

の

話

松
江
生
協
病
院

　放
射
線
科

　医
師

　中
村

　友
則

下
肢
静
脈
瘤
の
治
療

下
肢
静
脈
瘤
の
治
療

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い

み   

づ    

し
ま

な
か  

む
ら

と
も  

の
り

み
の
る

松江生協病院
歯科クリニック

歯
科
の
フ
ッ
素
は

　
　
　
　
無
害
で
し
ょ
う
か
？

（
図
１
）

（
図
3
）

（
画
像
①
）

（
画
像
②
）

（
画
像
③
）

（
画
像
④
）

（
図
2
）

足のむくみを改善する運動・マッサージ（足の静脈の血管を促す）

つま先を上
げ下げする

両足を上げて、
ブラブラする

毎日、歩く習慣をもつ

脚を上げて休む

立ち仕事の人は、
1～2時間毎に休憩を

足先をラクな形で
上げて寝る

ふくらはぎあたり
を、上方向に（心
臓に向けて）さす
るようにマッサー
ジする

け
っ
さ
つ

へ
い   

そ
く  

せ
い  

ど
う 

み
ゃ
く
こ
う   

か  

し
ょ
う

よ
う   

ぶ    

せ
き 

ち
ゅ
う
か
ん

し
ご

き
ょ
う
さ
く
し
ょ
う

一般名

用途

有機フッ素化合物 無機フッ素化合物
PFAS 歯科で使用するフッ素化合物 

表1． PFAS と歯科で使用するフッ素の違い

パーフルオロアルキル化合物（PFOS、 PFOA） 
ポリフルオロアルキル化合物及び
これらの塩類など 

フッ化ナトリウム、
フッ化第一スズなど

界面活性剤として広く利用 
フライパンのコーティング、泡消火剤、金属メッ
キ処理剤や工業用シーリング剤、研磨剤 

歯磨剤、歯科医院での
フッ化物塗布 

水道水質基準値
上限 0.8 ㎎/L 以下 

無機フッ素化合物やフッ化物イオンと
して自然界に存在。 有害性はない 

人体への
影響

自然界
での性状

発がん性（乳がん、腎臓がん） 
肝臓、甲状腺障害 
ワクチンによる免疫効果の低下など

適量摂取：むし歯予防、
骨折・骨粗鬆症の予防 

過剰摂取：急性では悪心、嘔吐、
慢性では骨フッ素症、
歯のフッ素症など 

ほとんど分解されない 
土壌・水質汚染の原因になる

規制等
※第一種特定化学物質 
水道水質基準値 50ng/L 以下（暫定目標値） 
※第一種特定化学物質とは、難分解性、高蓄積性及び長期毒性又は

高次捕食動物への慢性毒性を有する化学物質です。 

（出典：公益社団法人 日本小児歯科学会）

■脳MRI検査料金

22,000円 ⇒
（期間内）

12,000円
■頚動脈エコーと一緒だとさらにお得！

25,300円 ⇒ 15,000円
■期間 3月29日（金）まで

※事前にご予約が必要です。定員となり次第終了とさせて頂きます。
※上記期間で撮影された場合が対象となります。

平日10：00～12：00　13：00～16：00　第2.4土曜日　10：00～12：00

脳MRIがお得に受けられます。

TEL：����（��）����
フリーダイヤル：����-������

健診で脳MRIを
受けてみられませんか！！

好評につ
き

今年度も
！

健診センター

組
合
員
さ
ん
か
ら
の

に
お
答
え

し
ま
す

ギ
モ
ン

組合員さん限定！ 検査当日の加入もOK



→

→

2024年２月１日　No.5932024年２月１日　No.5933 月刊「 強 い 体 」 2024年２月１日　No.5932024年２月１日　No.593 月刊「 強 い 体 」 2

 

　
30
年
以
上
前
に
M
R
I
装
置

を
使
っ
た
未
破
裂
動
脈
瘤
の
検

診
が
始
ま
り
で
、
市
中
の
中
小

病
院
で
も
M
R
I
が
普
及
し
て

い
る
日
本
な
ら
で
は
の
検
診
シ

ス
テ
ム
で
す
。
脳
M
R
I
と
頚
動

脈
エ
コ
ー
に
よ
る
画
像
診
断
の

他
に
、
採
血
検
査
や
認
知
症
検

査
も
取
り
入
れ
て
い
る
医
療
機

関
も
あ
り
ま
す
。
頭
痛
な
ど
気

に
な
る
症
状
を
お
持
ち
の
方
も

お
ら
れ
ま
す
が
、
普
通
は
日
常

生
活
に
支
障
を
き
た
す
よ
う
な

神
経
症
状
の
な
い
（
無
症
状
）
方

が
対
象
で
す
。
無
症
状
の
う
ち

に
病
気
を
見
つ
け
て
、
病
気
の
早

期
発
見・早
期
治
療
（
医
療
介
入
）

に
結
び
付
け
よ
う
と
い
う
趣
旨

は
通
常
の
ド
ッ
ク
と
同
じ
で
す
。

　
M
R
I
の
「
I
」
は
イ
メ
ー
ジ

（image:

画
像
）の
頭
文
字
で
す
。

　
脳
を
6
〜
10
㎜
幅
で
ハ
ム
の

よ
う
に
切
っ
た
断
面
を
観
察
し

ま
す
。
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち

に
起
こ
っ
た
小
さ
な
脳
出
血
や

脳
梗
塞
（
図
1
）、
外
傷
の
痕
、

症
状
の
出
て
い
な
い
脳
腫
瘍
な

ど
が
み
つ
か
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。「
脳
萎
縮
の
程
度
を
確
認
し

た
い
」
と
、
受
け
ら
れ
る
方
も
お

ら
れ
ま
す
。

　
M
R
A
の
「
A
」
は
ア
ン
ギ
オ

グ
ラ
フ
ィ
ー
（angiography:

脳

血
管
撮
影
）
の
頭
文
字
で
す
。

　
以
前
は
造
影
剤
を
使
わ
な
い

と
脳
の
血
管
を
観
察
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

M
R
I
装
置
で
３
次
元
（
立
体

的
な
）
評
価
も
可
能
と
な
っ
て
い

ま
す
。
脳
動
脈
瘤
（
図
2
）
を
破

裂
前
に
見
つ
け
る
こ
と
で
、
く
も

膜
下
出
血
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と

が
可
能
と
な
り
ま
す
。

あ
り
ま
せ
ん
が
、
年
齢
相
応
の

萎
縮
が
み
ら
れ
た
場
合
、
私
は

「
認
知
症
の
方
に
は
脳
萎
縮
が
み

ら
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
脳

萎
縮
の
あ
る
方
が
必
ず
し
も
認

知
症
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
M
R
I

（
画
像
）
は
脳
の
形
を
見
て
い
る

の
で
あ
っ
て
、機
能
（
働
き
具
合
）

を
見
て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。」
と
お
答
え
し
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、（
脳
ド
ッ
ク
の
結
果
を

聞
き
に
一
人
で
受
診
さ
れ
る
方
は

稀
で
す
が
）
以
前
よ
り
も
萎
縮

が
進
行
し
て
い
た
り
、
水
頭
症

と
い
っ
て
手
術
で
治
る
認
知
症

が
疑
わ
れ
る
場
合
は
「
異
常
」
と

し
て
判
定
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
ご
承
知
の
通
り
認
知
症
治

療
薬
が
保
険
で
の
治
療
が
可
能

　
頚
動
脈
（
拍
動
を
ふ
れ
ま
す
）

は
動
脈
硬
化
に
よ
る
プ
ラ
ー
ク

形
成
（
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が

動
脈
壁
に
溜
ま
る
）
や
そ
れ
に

よ
る
狭
窄
（
血
管
の
内
腔
が
狭

く
な
る
）
が
起
こ
り
や
す
い
部

位
で
す
。
M
R
A
で
も
狭
窄
の

あ
る
な
し
は
わ
か
り
ま
す
が
、

頚
動
脈
エ
コ
ー
を
使
う
と
血
管

の
壁
の
様
子
を
直
接
観
察
で
き
、

血
流
速
度
も
測
定
で
き
ま
す
。

　
壊
れ
や
す
か
っ
た
り
潰
瘍
を

伴
っ
て
い
る
プ
ラ
ー
ク
は
脳
梗

塞
に
な
る
危
険
性
が
高
く
、
狭

く
な
る
と
血
流
が
速
く
な
り
ま

す
の
で
狭
窄
の
程
度
を
速
度（
数

字
）
で
評
価
も
で
き
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
脳
腫
瘍
や
脳
動
脈

瘤
な
ど
が
見
つ
か
っ
た
場
合
は

脳
神
経
外
科
へ
の
受
診
を
お
勧

め
し
ま
す
。

　
初
回
検
査
で
脳
出
血
や
脳
梗

塞
が
見
つ
か
っ
た
場
合
は
、
脳

神
経
外
科
な
い
し
脳
神
経
内
科

の
受
診
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
し
て
高

血
圧
・
糖
尿
病
・
高
脂
血
症
・
心

臓
病
・
喫
煙
な
ど
へ
の
治
療
や

指
導
を
行
う
こ
と
で
、
よ
り
重

症
な
脳
出
血
や
脳
梗
塞
の
予
防

に
つ
な
げ
る
こ
と
に
も
な
り
ま

す
。「
白
質
病
変（
は
く
し
つ
び
ょ

う
へ
ん
）」（
図
3
）
と
い
う
加
齢

性
変
化
を
指
摘
さ
れ
て
も
、
軽

度
で
あ
れ
ば
「
異
常
」
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
以
前
と
比

べ
て
増
加
し
て
い
た
り
、
高
度

（
範
囲
が
広
い
）
の
場
合
は
脳
卒

中
の
危
険
が
高
ま
っ
て
い
る
の

で
、
受
診
を
お
勧
め
し
て
、
特
に

高
血
圧
管
理
に
注
意
を
指
導
し

ま
す
。

　　
ド
ッ
ク
の
結
果
説
明
に
来
ら

れ
る
方
は
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が

「
脳
萎
縮
は
あ
り
ま
す
か
」
と
、

質
問
さ
れ
ま
す
。「
脳
萎
縮
」
イ

コ
ー
ル
「
認
知
症
」
と
考
え
て
い

る
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
脳

萎
縮
が
な
い
に
越
し
た
こ
と
は

と
な
り
ま
し
た
。
認
知
症
の
研

究
も
進
ん
で
い
ま
す
の
で
、
将
来

的
に
ド
ッ
ク
で
初
期
の
認
知
症

や
前
段
階
の
診
断
が
可
能
と
な

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
脳
動
脈
瘤
の
方
を
外
来
で
追

跡
す
る
場
合
、
形
状
変
化
が
な
い

方
は
通
常
１
年
間
隔
で
追
跡
し

て
い
ま
す
。
異
常
の
あ
る
な
し
に

か
か
わ
ら
ず
毎
年
脳
ド
ッ
ク
を

受
け
ら
れ
る
方
も
お
ら
れ
ま
す
。

個
人
の
判
断
に
お
任
せ
し
ま
す

が
、
異
常
を
指
摘
さ
れ
な
か
っ
た

場
合
は
１
年
以
上
の
間
隔
を
空

け
て
も
良
い
と
思
い
ま
す
。

　
X
線
を
使
用
し
な
い
の
で
被

爆
の
危
険
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。

以
前
は
窮
屈
な
と
こ
ろ
に
入
れ

ら
れ
て
、
騒
音
が
嫌
が
ら
れ
て
い

ま
し
た
が
、
皆
様
か
ら
の
出
資

金
の
お
か
げ
も
あ
っ
て
数
年
前

に
更
新
さ
れ
た
装
置
は
広
い
ス

ペ
ー
ス
で
息
が
詰
ま
る
よ
う
な

こ
と
は
な
く
、
検
査
中
に
モ
ニ

タ
ー
に
景
色
な
ど
の
映
像
が
映

し
出
さ
れ
、
音
も
小
さ
く
な
り
、

検
査
時
間
も
大
幅
に
短
く
な
り

ま
し
た
。
例
年
通
り
1
万
円
割

引
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
3
月
末

ま
で
実
施
中
で
す
。
こ
の
機
会

に
頚
動
脈
エ
コ
ー
と
併
せ
て
、
御

利
用
く
だ
さ
い
。

　
組
合
員
さ
ん
よ
り
「
新
聞
報

道
で
は
、
フ
ッ
素
は
有
害
物
質

で
日
本
の
米
軍
基
地
か
ら
流
出

し
て
周
辺
の
井
戸
を
汚
染
し
て

し
ま
っ
て
い
る
と
の
事
で
す
が
、

歯
科
で
歯
に
塗
ら
れ
る
フ
ッ
素

や
歯
磨
き
の
フ
ッ
素
は
無
害
で

し
ょ
う
か
」
と
の
ご
質
問
を
い

た
だ
き
ま
し
た
の
で
回
答
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
表
１
に
対
比
が
あ
り
ま
す
よ

う
に
、有
機
フ
ッ
素
化
合
物
（
総

称PFAS

）
は
環
境
や
人
体
へ
の

影
響
が
大
き
い
こ
と
か
ら
国
際

的
に
規
制
が
進
み
、
日
本
で
も

PFOS

は
2
0
1
0
年
、PFOA

は
2
0
2
1
年
に
製
造
・
輸
入

が
原
則
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

　
近
年
、
沖
縄
の
基
地
周
辺
で

の
深
刻
な
汚
染
が
問
題
化
し
、

批
判
の
高
ま
り
を
受
け
国
は

2
0
2
0
年
にPFOS

とPFOA

を
合
わ
せ
た
「
暫
定
目
標
値
」

を
1
リ
ッ
ト
ル
あ
た
り
50
ナ
ノ

グ
ラ
ム
と
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
歯
科
で
使
わ
れ
る

無
機
フ
ッ
素
化
合
物
は
、
フ
ッ

素
入
り
歯
磨
き
剤
の
む
し
歯
予

防
効
果
は
世
界
的
調
査
で
も
実

証
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
歯

科
で
歯
に
塗
ら
れ
る
フ
ッ
素

（
フ
ッ
化
物
歯
面
塗
布
）
と
の
併

用
で
さ
ら
に
む
し
歯
予
防
効
果

が
高
く
な
り
ま
す
。
国
内
で
の

フ
ッ
化
物
配
合
歯
磨
剤
の
普
及

は
9
割
を
超
え
、
フ
ッ
化
物
歯

面
塗
布
を
受
け
た
こ
と
の
あ
る

方
は
6
割
を
超
え
る
な
ど
普
及

が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
歯
に
使
わ

れ
る
フ
ッ
化
物
は
「PFAS

」
と

は
別
の
物
質
と
な
り
、
安
心
し

て
む
し
歯
予
防
に
使
用
い
た
だ

け
ま
す
。
注
意
頂
き
た
い
の
は
、

歯
科
で
の
フ
ッ
化
物
歯
面
塗
布

は
1
回
行
っ
て
も
効
果
が
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
年
に
2
回
以
上

定
期
的
に
継
続
し
て
実
施
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
乳
幼
児
に

定
期
的
に
継
続
し
た
場
合
、
む

し
歯
を
50
％
に
減
少
さ
せ
た
と

の
報
告
や
永
久
歯
に
対
す
る
予

防
効
果
も
20
〜
30
％
あ
る
と
の

報
告
が
あ
り
ま
す
。
松
江
生
協

歯
科
で
も
フ
ッ
化
物
歯
面
塗
布

を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

気
に
な
る
方
は
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

（
松
江
生
協
歯
科

事
務
長
　
長
谷
川
隆
）

　
写
真
の
よ
う
に
ふ
く
ら
は
ぎ

や
太
も
も
の
表
面
に
ミ
ミ
ズ
の

よ
う
な
ム
ク
ム
ク
と
連
続
し
て

隆
起
す
る
病
変
が
そ
れ
で
す
。

（
画
像
①
②
）

　
基
本
的
に
命
に
関
わ
る
病
気

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
足
の
だ
る

さ
、
む
く
み
、
ほ
て
り
、
こ
む
ら

返
り
、
む
ず
む
ず
感
と
い
っ
た
症

状
を
起
こ
し
や
す
い
で
す
。

　
足
の
調
子
が
悪
い
け
ど
原
因

が
わ
か
ら
な
い
と
い
っ
た
方
々
の

原
因
だ
っ
た
り
す
る
こ
と
が
多

い
と
言
わ
れ
ま
す
。
同
様
の
症

状
は
膝
関
節
炎
や
腰
部
脊
柱
管

狭
窄
症
、
閉
塞
性
動
脈
硬
化
症

で
も
起
き
る
と
さ
れ
、
鑑
別
に
な

り
ま
す
。
見
極
め
の
材
料
と
し

て
、
下
肢
静
脈
瘤
の
特
徴
は
ふ

く
ら
は
ぎ
に
症
状
が
多
く
、
午

後
か
ら
夕
方
に
か
け
て
悪
化
す

る
こ
と
が
多
い
と
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
こ
の
病
気
は
知
ら
れ
て

い
な
い
だ
け
で
意
外
に
多
く 

40
歳
以
上
の
日
本
人
で
は 

男
性

で
3
·
8
％
、
女
性
に
至
っ
て
は

11·

3
％
が
持
っ
て
い
る
と
言
わ

れ
ま
す
。

　
特
に
出
産
経
験
の
あ
る
女
性

で
は
2
人
に
1
人
と
言
わ
れ
ま

す
。

　
そ
の
他
危
険
因
子
に
は 

加

齢
、
家
族
性
（
遺
伝
性
）、
肥
満
、

立
ち
仕
事
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。

　
遺
伝
に
関
し
て
は
両
親
が
下

肢
静
脈
瘤
の
場
合
、
子
供
へ
の

遺
伝
は
90
％
と
言
わ
れ
ま
す
。

　
典
型
例
と
し
て
一
日
中 

立

ち
っ
ぱ
な
し
で
お
仕
事
さ
れ
る

方
（
美
容
師
・
調
理
師
さ
ん
等
）

に
多
く
見
か
け
ま
す
。
何
度
も

言
い
ま
す
が
、
身
近
な
病
気
な

の
で
す
。

　
静
脈
瘤
は
い
く
つ
か
の
種
類

に
分
類
さ
れ
ま
す
。

　『
伏
在
型
静
脈
瘤
』
が
積
極
的

な
治
療
対
象
に
な
り
ま
す
。
膝

の
内
側
や
後
側
に
静
脈
瘤
が
発

達
す
る
の
が
特
徴
的
で
す
。
ほ

か 『
ク
モ
の
巣
状
』や『
網
目
状
』

静
脈
瘤
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
ち

ら
は
積
極
的
な
治
療
対
象
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
見
極
め
は
専
門

機
関
で
行
う
の
が
良
い
で
し
ょ

う
。

　
こ
の
静
脈
瘤
を
そ
の
ま
ま
放

置
す
る
と
『
う
っ
滞
型
皮
膚
炎
』

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

ま
ま
皮
膚
潰
瘍
を
生
じ
る
こ
と

も
あ
り
、
そ
の
前
に
対
応
す
る
こ

と
が
肝
要
で
す
。

　
そ
れ
は
こ
の
3
つ
で
す
。

① 

う
っ
滞
型
皮
膚
炎

② 

辛
い
症
状
が
あ
る

     （
だ
る
さ
、
む
く
み
等
）

③ 
見
た
目
が
気
に
な
る

　
逆
に
症
状
が
な
く
、
見
た
目

も
気
に
な
ら
な
い
な
ら
積
極
的

な
治
療
は
不
要
で
す
。

　
治
療
方
法
は
大
き
く
2
つ
に

別
れ
ま
す
。

ま
ず
は
保
存
的
治
療
法
。

こ
れ
は
運
動
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
弾

性
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
な
ど
。

（
画
像
③
④
）

　
運
動
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
ふ
く

ら
は
ぎ
の
筋
肉
を
使
う
運
動
や

ふ
く
ら
は
ぎ
を
上
方
向
に
扱
く

よ
う
な
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
足
を
挙
げ

る
体
勢
で
休
む
な
ど
で
す
。

　
弾
性
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
は
足
を

締
め
て
ふ
く
ら
は
ぎ
の
筋
肉
ポ

ン
プ
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。

積
極
的
治
療
に
は
複
数
あ
り
ま
す
。

『
硬
化
療
法
』、『
高
位
結
紮·

ス

ト
リ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
の
外
科
的

療
法
』、『
血
管
内
療
法
』
な
ど
。

　
当
院
で
は
血
管
内
療
法
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
保
険
適
用
が
あ
り
、
1
泊
の

入
院
で
治
療
が
完
遂
し
ま
す
。

　
外
科
的
な
治
療
に
比
べ
、
術

後
の
痛
み
が
少
な
く
早
期
に
日

常
生
活
に
復
帰
で
き
る
点
や
、

治
療
成
績
が
外
科
治
療
に
匹
敵

す
る
点
が
優
れ
て
い
ま
す
。

　
慌
て
て
受
診
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
自
分
が
該
当
し

そ
う
だ
な
？
と
思
う
方
は
一
度

受
診
く
だ
さ
い
。
放
射
線
科
外

来
で
対
応
し
て
い
ま
す
。
外
来

は
毎
週 

火
曜
・
水
曜
日
で
す
。

　
ま
ず
は
お
気
軽
に
ご
相
談
を
。

松
江
生
協
病
院

　脳
神
経
外
科

　医
師

　美
津
島

　穣

ち
ょ
っ
と

に
な
る

気

脳
M
R
I
/
M
R
A
・
頚
動
脈
エ
コ
ー
に
つ
い
て

病
気

脳
ド
ッ
ク
っ
て
何
で
す
か

M
R
A
っ
て
何
で
す
か

脳
M
R
I
で
何
が

　
　
　
わ
か
り
ま
す
か

頚
動
脈
エ
コ
ー
で

　
　
何
が
わ
か
り
ま
す
か

異
常
を
指
摘
さ
れ
た
ら

ど
う
し
た
ら
い
い
で
す
か

下
肢
静
脈
瘤
は
足
の

血
管
の
病
気
の
一
つ
で
す
。

で
は
ど
ん
な
対
応
を

す
れ
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
？

で
は
ど
ん
な
方
に
積
極
的

治
療
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
？

ど
ん
な
治
療
を

　
す
る
の
で
し
ょ
う
か
？

毎
年
受
け
た
方
が

　
　
　
　
良
い
で
す
か

認
知
症
は
わ
か
り
ま
す
か

脳
ド
ッ
ク
で
わ
か
る
こ
と

脳
ド
ッ
ク
で
わ
か
る
こ
と

の

話

松
江
生
協
病
院

　放
射
線
科

　医
師

　中
村

　友
則

下
肢
静
脈
瘤
の
治
療

下
肢
静
脈
瘤
の
治
療

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い

み   

づ    

し
ま

な
か  

む
ら

と
も  

の
り

み
の
る

松江生協病院
歯科クリニック

歯
科
の
フ
ッ
素
は

　
　
　
　
無
害
で
し
ょ
う
か
？

（
図
１
）

（
図
3
）

（
画
像
①
）

（
画
像
②
）

（
画
像
③
）

（
画
像
④
）

（
図
2
）

足のむくみを改善する運動・マッサージ（足の静脈の血管を促す）

つま先を上
げ下げする

両足を上げて、
ブラブラする

毎日、歩く習慣をもつ

脚を上げて休む

立ち仕事の人は、
1～2時間毎に休憩を

足先をラクな形で
上げて寝る

ふくらはぎあたり
を、上方向に（心
臓に向けて）さす
るようにマッサー
ジする

け
っ
さ
つ

へ
い   

そ
く  

せ
い  

ど
う 

み
ゃ
く
こ
う   

か  

し
ょ
う

よ
う   

ぶ    

せ
き 

ち
ゅ
う
か
ん

し
ご

き
ょ
う
さ
く
し
ょ
う

一般名

用途

有機フッ素化合物 無機フッ素化合物
PFAS 歯科で使用するフッ素化合物 

表1． PFAS と歯科で使用するフッ素の違い

パーフルオロアルキル化合物（PFOS、 PFOA） 
ポリフルオロアルキル化合物及び
これらの塩類など 

フッ化ナトリウム、
フッ化第一スズなど

界面活性剤として広く利用 
フライパンのコーティング、泡消火剤、金属メッ
キ処理剤や工業用シーリング剤、研磨剤 

歯磨剤、歯科医院での
フッ化物塗布 

水道水質基準値
上限 0.8 ㎎/L 以下 

無機フッ素化合物やフッ化物イオンと
して自然界に存在。 有害性はない 

人体への
影響

自然界
での性状

発がん性（乳がん、腎臓がん） 
肝臓、甲状腺障害 
ワクチンによる免疫効果の低下など

適量摂取：むし歯予防、
骨折・骨粗鬆症の予防 

過剰摂取：急性では悪心、嘔吐、
慢性では骨フッ素症、
歯のフッ素症など 

ほとんど分解されない 
土壌・水質汚染の原因になる

規制等
※第一種特定化学物質 
水道水質基準値 50ng/L 以下（暫定目標値） 
※第一種特定化学物質とは、難分解性、高蓄積性及び長期毒性又は

高次捕食動物への慢性毒性を有する化学物質です。 

（出典：公益社団法人 日本小児歯科学会）

■脳MRI検査料金

22,000円 ⇒
（期間内）

12,000円
■頚動脈エコーと一緒だとさらにお得！

25,300円 ⇒ 15,000円
■期間 3月29日（金）まで

※事前にご予約が必要です。定員となり次第終了とさせて頂きます。
※上記期間で撮影された場合が対象となります。

平日10：00～12：00　13：00～16：00　第2.4土曜日　10：00～12：00

脳MRIがお得に受けられます。

TEL：����（��）����
フリーダイヤル：����-������

健診で脳MRIを
受けてみられませんか！！

好評につ
き

今年度も
！

健診センター

組
合
員
さ
ん
か
ら
の

に
お
答
え

し
ま
す

ギ
モ
ン

組合員さん限定！ 検査当日の加入もOK



いつまでも元気で！

左 :３位 柴田直利さん中央：優勝 板持美智子さん
右 :２位 植尾勝利さん

にっこりミカン狩り

　
３
人
が
元
氣
で
毎
月
た
の
し
く
お
し
ゃ
べ
り
が
出
来
て
有
難

い
で
す
。
子
ど
も
の
こ
ろ
は
正
月
が
早
く
来
な
か
っ
た
が
、
年

を
取
っ
た
ら
正
月
が
早
く
早
く
来
て
い
け
な
い
で
す
わ
。

　
こ
れ
か
ら
は
い
た
い
所
や
か
ゆ
い
所
い
ろ
い
ろ
な
痛
み
と
の

戦
い
で
す
わ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
中
村
宣
子
）

みんなで課題に取り組む

モルック　白熱しました

中村宣子さん

班会報告より

支部の行事や班会についてのお問い合わせは
地域担当課 TEL（0852）27-3774まで

2024年２月１日　No.5932024年２月１日　No.5935 2024年２月１日　No.5932024年２月１日　No.593 4

　
10
月
31
日
に
実
施
し
た
中
途

採
用
者
研
修
に
は
、
24
名
の
職

員
が
参
加
し
ま
し
た
。
　
　
　

　
2
0
2
0
年
以
降
コ
ロ
ナ
禍

と
な
り
、
中
途
採
用
者
研
修
が

実
施
で
き
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

久
し
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。

　
内
容
は
、
松
江
保
健
生
協
の

概
要
、
院
内
感
染
予
防
、
健
康

チ
ェ
ッ
ク
の
紹
介
、
医
療
福
祉

生
協
の
〇
╳
ク
イ
ズ
、
医
療
の

安
全
・
衛
生
、
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
学
び
ま
し
た
。
　

ま
た
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
・
お
楽
し

み
企
画
と
し
て
、
モ
ル
ッ
ク
を

行
い
参
加
者
同
士
の
交
流
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
感
想
は
、「
自
分
の

働
い
て
い
る
組
織
を
知
り
、
ま

た
明
日
か
ら
の
業
務
に
活
か
せ

る
内
容
の
講
義
で
多
く
の
学
び

を
得
ら
れ
た
。」「
入
職
し
て
す

ぐ
に
現
場
だ
っ
た
の
で
、
病
院

の
こ
と
が
知
れ
て
本
当
に
よ

か
っ
た
。」「
入
職
時
期
は
違
い

ま
す
が
、
他
部
署
や
他
職
種
の

方
と
交
流
が
で
き
、
日
常
の
業

務
に
つ
な
が
る
お
話
も
で
き
て

大
変
良
か
っ
た
で
す
。」「
な
か

な
か
こ
う
い
っ
た
場
に
今
ま
で

参
加
さ
せ
て
頂
く
機
会
が
な
く
、

と
て
も
良
い
時
間
を
過
ご
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。」
と
、
満

足
度
の
高
い
感
想
を
い
た
だ
き
、

担
当
者
と
し
て
は
と
て
も
嬉
し

く
思
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
こ

れ
か
ら
も
松
江
保
健
生
協
で
活

躍
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

（
法
人
教
育
委
員
会
　
永
田
正
子
）

　
ふ
ら
こ
こ
住
宅
と
な
な
い
ろ

住
宅
は
、「
住
宅
型
有
料
老
人

ホ
ー
ム
高
齢
者
向
け
有
料
賃
貸

住
宅
ふ
ら
こ
こ
」、「
サ
ー
ビ
ス

付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
な
な
い

ろ
」
と
い
う
長
い
名
前
が
あ
り

ま
す
。
住
宅
の
区
分
に
よ
り「
ふ

ら
こ
こ
」、「
な
な
い
ろ
」
の
前
に

つ
く
文
言
が
異
な
り
ま
す
が
ど

ち
ら
も
60
歳
以
上
で
身
の
回
り

の
こ
と
を
自
分
で
で
き
る
方
が

入
居
で
き
る
食
事
付
き
の
ア

パ
ー
ト
で
す
。
入
居
者
の
平
均

年
齢
は
ふ
ら
こ
こ
が
86
歳
、
な

な
い
ろ
が
90
歳
で
介
護
医
療
院

虹
の
85
歳
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　
両
住
宅
と
も
満
室
の
時
も
あ

り
ま
し
た
が
圏
域
に
新
し
い
高

齢
者
住
宅
が
増
え
た
こ
と
も
あ

り
空
き
室
が
目
立
つ
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
昨
年
は
、

な
な
い
ろ
に
新
し
く
5
人
の
方

を
迎
え
ま
し
た
。

　
10
月
に
入
居
さ
れ
た
方
に
お

話
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、「
こ
こ
は

い
い
で
す
わ
ー
。
部
屋
は
綺
麗

で
眺
め
は
い
い
し
、
食
事
を
配

膳
さ
れ
る
方
の
身
だ
し
な
み
が

き
ち
ん
と
し
て
い
て
、
食
事
も

美
味
し
い
し
器
に
も
蓋
が
し
て

あ
っ
て
清
潔
で
す
。
ま
た
、
毎

朝
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
は
安
心
で

す
。」
と
お
褒
め
の
言

葉
を
頂
き
ま
し
た
。

　
住
宅
か
ら
仕
事
に

行
か
れ
る
方
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
に
通
わ
れ

る
方
と
住
宅
で
の
生

活
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で

す
。
生
協
の
高
齢
者

住
宅
は
人
生
の
ス

テ
ー
ジ
の
中
で
、
組

合
員
の
皆
様
が
利
用

さ
れ
る
一
つ
の
選
択

肢
で
は
な
い
か
と
感

じ
て
い
ま
す
。

（
虹
　
事
務
次
長

　
　
　   

高
橋
泰
介
）

　
安
来
第
２
支
部
い
ち
ご
班
の

班
長 

中
村
宣
子
さ
ん
は
昨
年
12

月
13
日
で
97
歳
に
な
ら
れ
ま
し

た
。
30
年
以
上
前
か
ら
班
会
を

開
催
し
、
安
来
第
２
支
部
の
運

営
委
員
と
し
て
「
強
い
体
」
の
手

配
り
も
し
て
い
ま
す
。

　
前
日
の
荒
天
候
が
打
っ
て
変

わ
っ
て
好
天
と
な
っ
た
こ
の
日

は
、
待
ち
に
待
っ
た
中
央
支
部
の

お
出
か
け
交
流
会
「
ミ
カ
ン
狩

り
」
で
し
た
。

　
貸
し
切
り
バ
ス
に
乗
り
安
来

の
観
光
ミ
カ
ン
園
に
到
着
す
る

と
、
目
の
前
に
は
黄
色
く
色
づ
い

た
ミ
カ
ン
の
木
の
列
が
あ
り
、
農

園
の
方
に
教
え
ら
れ
た
甘
い
木

の
下
へ
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
、
和

気
あ
い
あ
い
楽
し
ん
で
ミ
カ
ン

を
摘
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。
　

　
摘
み
た
て
を
食
べ
る
と
甘
さ

が
口
の
中
で
広
が
り
満
足
。
お
土

産
ミ
カ
ン
も
あ
り
、
皆
さ
ん
に
こ

に
こ
顔
。
昼
食
は
清
水
寺
付
近

の
「
ゆ
う
心
」
に
て
精
進
料
理
を

頂
く
。
こ
の
料
理
、
品
数
も
あ
り

見
た
目
も
良
く
、
味
も
（
思
っ
て

い
た
よ
り
）
良
か
っ
た
で
す
。
団

ら
ん
気
分
の
中
で
ク
イ
ズ
タ
イ

ム
も
あ
り
、
参
加
者
さ
ん
同
士
の

交
流
の
輪
が
広
が
っ
た
様
に
感

じ
ま
し
た
。
最
後
に
向
か
っ
た
の

は
道
の
駅
「
あ
ら
エ
ッ
サ
」
で
、

各
自
思
い
思
い
の
お
買
い
物
な

ど
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
私
も
干

物
を
購
入
し
ま
し
た
よ
。
参
加

者
の
皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。

今
後
も
元
気
で
楽
し
く
な
る
活

動
へ
ご
参
加
下
さ
い
。（
小
村
好
弘
）

　
持
田
支
部
で
は
12
月
5
日
に

地
域
の
な
ご
や
か
会
と
共
同
で

健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
当
日
は
19
名
が
参
加
さ
れ
、

体
組
成
や
尿
チ
ェ
ッ
ク
、
血
管
年

齢
、
骨
密
度
な
ど
フ
ル
コ
ー
ス
を

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
た
。
こ
の
健
康

チ
ェ
ッ
ク
は
毎
年
の
恒
例
行
事

と
な
っ
て
お
り
、
生
協
へ
の
理
解

も
す
す
み
参
加
者
も
増

え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
な
ご
や
か
会
と
協

力
し
て
健
康
づ
く
り
と

つ
な
が
り
づ
く
り
を
す

す
め
て
い
き
ま
す
。

（
片
寄
智
江
）

　
雨
天
延
期
に
な
っ
て
い
た
東

出
雲
ブ
ロ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
が
、
11
月
16
日
他
の

大
会
が
重
な
っ
た
に
も
関
わ
ら

ず
72
人
の
参
加
で
開
催
し
ま
し

た
。
お
天
気
が
心
配
で
し
た
が
、

秋
空
の
す
っ
き
り
し
た
ゴ
ル
フ
日

和
の
も
と
で
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

　
1
年
振
り
の
再
会
に
元
気
な

み
な
さ
ん
の
顔
が
拝
見
で
き
て

大
変
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
男
女
混

合
で
芝
と
ク
レ
ー
に
分
か
れ
て

試
合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
だ
ま

す
る
打
球
の
音
や
玉
の
行
方
に

歓
声
を
上
げ
る
人
、
み
な
さ
ん

和
気
あ
い
あ
い
で
プ
レ
ー
を
楽

し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
来

年
も
み
な
さ
ま
の
元
気
な
姿
に

逢
え
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

（
大
会
実
行
委
員
長
　
藤
田
勝
美
）

　
2
0
2
3
年
10
月
、
10
回
目

の
福
島
訪
問
を
行
い
ま
し
た
。 

　
2
0
1
1
年
3
月
東
日
本
大

震
災
の
津
波
で
沸
騰
水
型
原
発

で
は
史
上
最
悪
の
原
発
事
故
が

発
生
し
大
量
の
放
射
能
が
福
島

県
内
外
に
降
り
注
ぎ
事
故
原
発

周
辺
住
民
約
20
万
人
が
県
内
外

に
避
難
し
ま
し
た
（
写
真
１
）。

　
2
0
1
2
年
春
、
1
回
目
の

訪
問
を
行
い
地
震
と
津
波
と
原

発
事
故
の
3
重
災
害
で
双
葉
郡

内
帰
還
困
難
区
域
に
入
る
こ
と

も
出
来
ず
荒
れ
放
題
の
田
畑
に

津
波
で
流
さ
れ
た
車
が
横
た

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
2
0
1
5
年
4
回
目
か
ら
は

除
染
も
始
ま
り
幹
線
道
路
が
開

通
し
、
至
る
所
の
田
畑
で
除
染

で
出
た
１
㌧
の
黒
い
フ
レ
コ
ン

バ
ッ
ク
が
野
積
み
さ
れ
て
い
ま

し
た
。（
写
真
２
）
こ
の
頃
か
ら

福
島
県
内
で
若
年
者
の
甲
状
腺

が
ん
が
見
つ
か
る
よ
う
に
な
り

社
会
問
題
と
な
り
ま
し
た
が
、

国
や
県
は
原
因
不
明
と
し
ま
し

た
。

　
2
0
1
8
年
7
回
目
に
は
双

葉
郡
内
避
難
指
示
準
備
区
域
の

規
制
解
除
に
合
わ
せ
る
よ
う
に

又
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
福

島
県
の
復
興
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

た
め
に
県
内
2
2
0
0
万
体
の
フ

レ
コ
ン
バ
ッ
ク
を
連
日
3
5
0
0

台
の
大
型
ト
ラ
ッ
ク
で
中
間
貯
蔵

施
設
に
運
ん
で
い
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
で
2
年
間
訪
問
で
き
ず

9
回
目
は
2
0
2
2
年
で
す
。

こ
の
頃
に
は
双
葉
町
、
大
熊
町

は
全
町
帰
還
困
難
区
域
で
し
た

が
一
部
解
除
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

今
回
が
10
回
目
に
な
り
ま
す
。

　
今
回
は
汚
染
水
を
浄
化
し
た

処
理
水
の
海
洋
投
棄
が
7
月
か

ら
始
ま
り
国
内
の
漁
業
関
係
者

に
衝
撃
が
走
り
ま
し
た
。（
写
真

３
）

安来第２支部
いちご班

11/12

「
惚
け
防
止
」で
毎
日
た
の
し
く

ぼ

い

き

い

き

10/31

中央支部

11/14

ミ
カ
ン
狩
り

   

秋
の
お
出
か
け
交
流
会

持田支部

12/5

川
原
な
ご
や
か
会
と

　
共
同
で
健
康
チ
ェ
ッ
ク
開
催

東出雲
ブロック

11/16

ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
！
ブ
ロ
ッ
ク

　
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
！

松江生協
病院

4
年
振
り
に
開
催

松
江
保
健
生
協

        

中
途
採
用
者
研
修

福
島
原
発
事
故
か
ら
13
年
①

福
島
原
発
事
故
か
ら
13
年
①

　
初
回
訪
問
か
ら
10
回
目
で
見
た

           

福
島
復
興
の
経
過
と
現
状

　
初
回
訪
問
か
ら
10
回
目
で
見
た

           

福
島
復
興
の
経
過
と
現
状

介
護
医
療
院

　虹

　診
療
放
射
線
技
師
　樋
野

　伸
一

元
気
元
気
にに

活
動
し
て
い
ま
す
！

活
動
し
て
い
ま
す
！

支部や

班で

だ
よ
り

事
業
所

ふ
ら
こ
こ
と

な
な
い
ろ
だ
よ
り

事
業
所

（
写
真
１
）

（
写
真
2
）

（
写
真
3
）

part 2

part 1

介護医療院
「虹」

高齢者住宅（ふらここ なないろ）

介護医療院　虹　高橋泰介
TEL（0852）24-1212   FAX（0852）27-0087

空き部屋情報空き部屋情報

入所についてのお問い合わせは下記までご連絡下さい。

7室

ふらここ
住宅

13室

なないろ
住宅

松江市佐草町にある
「ふらここ住宅」「なないろ住宅」の

１月1日現在の空き部屋数

「あったか元気便」事務局
松江市西津田３-５-16　JAしまね津田支店 ２階
TEL：0852-67-3088／FAX：0852-67-6890
ホームページ　httpｓ://foodbankshimane.com

フードバンクしまねでは、お米（玄米）や食
品の寄付をお願いしています。お米なら
過去2年以内冷蔵庫で保存されていたも
のならOKです。
キロ数は問いません。みなさまのご協力をよろしくお願
いいたします。
食品を3月までにご提供いただく場合、4月以降の賞味
期限があれば大丈夫です。（お菓子、調味料、缶詰、イン
スタント食品、レトルト食品、飲料など）、生鮮食品や酒類
は不可です。

お米・食品募集!お米・食品募集!

ご
連
絡
先

日 時 ２月25日（日） 14時～15時30分

会 場 ふらここデイサービス食堂
（松江市佐草町458-1

介護医療院 虹 隣）
会 費 お茶代（100円）

高齢者住宅ふらここ
平日 電話（0852）61-1165（池田）
休日・夜間 080-6323-8482（池田）

お申込み・
お問い合わせ

認知症の方やご家族が日頃の思いを語り合ったり情報
交換したり…。
お茶を飲みながらほっとできるカフェです。気軽にお
越し下さい。

「 」「なのはな」開催のご案内

オレンジカフェ2月の
OPEN

入
居
者

　
募
集
中
！

大腸がんチェック
キャンペーン

お問い合わせ 健康づくり委員会
（0852）27-3774

健康チェック
Wキャンペーンの
ご案内

健康チェック
Wキャンペーンの
ご案内

ふれあい診療所でも購入できます

3月末まで

400円（2回法）
キャンペーン価格

キャンペーン価格

尿（尿中塩分）
チェックキャンペーン

200円（ウロペーパーソルト2枚入り）

資料は福島原発事故被害者団体連絡会

入居者
募集中！

大好評！



いつまでも元気で！

左 :３位 柴田直利さん中央：優勝 板持美智子さん
右 :２位 植尾勝利さん

にっこりミカン狩り

　
３
人
が
元
氣
で
毎
月
た
の
し
く
お
し
ゃ
べ
り
が
出
来
て
有
難

い
で
す
。
子
ど
も
の
こ
ろ
は
正
月
が
早
く
来
な
か
っ
た
が
、
年

を
取
っ
た
ら
正
月
が
早
く
早
く
来
て
い
け
な
い
で
す
わ
。

　
こ
れ
か
ら
は
い
た
い
所
や
か
ゆ
い
所
い
ろ
い
ろ
な
痛
み
と
の

戦
い
で
す
わ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
中
村
宣
子
）

みんなで課題に取り組む

モルック　白熱しました

中村宣子さん

班会報告より

支部の行事や班会についてのお問い合わせは
地域担当課 TEL（0852）27-3774まで

2024年２月１日　No.5932024年２月１日　No.5935 2024年２月１日　No.5932024年２月１日　No.593 4

　
10
月
31
日
に
実
施
し
た
中
途

採
用
者
研
修
に
は
、
24
名
の
職

員
が
参
加
し
ま
し
た
。
　
　
　

　
2
0
2
0
年
以
降
コ
ロ
ナ
禍

と
な
り
、
中
途
採
用
者
研
修
が

実
施
で
き
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

久
し
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。

　
内
容
は
、
松
江
保
健
生
協
の

概
要
、
院
内
感
染
予
防
、
健
康

チ
ェ
ッ
ク
の
紹
介
、
医
療
福
祉

生
協
の
〇
╳
ク
イ
ズ
、
医
療
の

安
全
・
衛
生
、
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
学
び
ま
し
た
。
　

ま
た
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
・
お
楽
し

み
企
画
と
し
て
、
モ
ル
ッ
ク
を

行
い
参
加
者
同
士
の
交
流
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
感
想
は
、「
自
分
の

働
い
て
い
る
組
織
を
知
り
、
ま

た
明
日
か
ら
の
業
務
に
活
か
せ

る
内
容
の
講
義
で
多
く
の
学
び

を
得
ら
れ
た
。」「
入
職
し
て
す

ぐ
に
現
場
だ
っ
た
の
で
、
病
院

の
こ
と
が
知
れ
て
本
当
に
よ

か
っ
た
。」「
入
職
時
期
は
違
い

ま
す
が
、
他
部
署
や
他
職
種
の

方
と
交
流
が
で
き
、
日
常
の
業

務
に
つ
な
が
る
お
話
も
で
き
て

大
変
良
か
っ
た
で
す
。」「
な
か

な
か
こ
う
い
っ
た
場
に
今
ま
で

参
加
さ
せ
て
頂
く
機
会
が
な
く
、

と
て
も
良
い
時
間
を
過
ご
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。」
と
、
満

足
度
の
高
い
感
想
を
い
た
だ
き
、

担
当
者
と
し
て
は
と
て
も
嬉
し

く
思
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
こ

れ
か
ら
も
松
江
保
健
生
協
で
活

躍
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

（
法
人
教
育
委
員
会
　
永
田
正
子
）

　
ふ
ら
こ
こ
住
宅
と
な
な
い
ろ

住
宅
は
、「
住
宅
型
有
料
老
人

ホ
ー
ム
高
齢
者
向
け
有
料
賃
貸

住
宅
ふ
ら
こ
こ
」、「
サ
ー
ビ
ス

付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
な
な
い

ろ
」
と
い
う
長
い
名
前
が
あ
り

ま
す
。
住
宅
の
区
分
に
よ
り「
ふ

ら
こ
こ
」、「
な
な
い
ろ
」
の
前
に

つ
く
文
言
が
異
な
り
ま
す
が
ど

ち
ら
も
60
歳
以
上
で
身
の
回
り

の
こ
と
を
自
分
で
で
き
る
方
が

入
居
で
き
る
食
事
付
き
の
ア

パ
ー
ト
で
す
。
入
居
者
の
平
均

年
齢
は
ふ
ら
こ
こ
が
86
歳
、
な

な
い
ろ
が
90
歳
で
介
護
医
療
院

虹
の
85
歳
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　
両
住
宅
と
も
満
室
の
時
も
あ

り
ま
し
た
が
圏
域
に
新
し
い
高

齢
者
住
宅
が
増
え
た
こ
と
も
あ

り
空
き
室
が
目
立
つ
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
昨
年
は
、

な
な
い
ろ
に
新
し
く
5
人
の
方

を
迎
え
ま
し
た
。

　
10
月
に
入
居
さ
れ
た
方
に
お

話
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、「
こ
こ
は

い
い
で
す
わ
ー
。
部
屋
は
綺
麗

で
眺
め
は
い
い
し
、
食
事
を
配

膳
さ
れ
る
方
の
身
だ
し
な
み
が

き
ち
ん
と
し
て
い
て
、
食
事
も

美
味
し
い
し
器
に
も
蓋
が
し
て

あ
っ
て
清
潔
で
す
。
ま
た
、
毎

朝
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
は
安
心
で

す
。」
と
お
褒
め
の
言

葉
を
頂
き
ま
し
た
。

　
住
宅
か
ら
仕
事
に

行
か
れ
る
方
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
に
通
わ
れ

る
方
と
住
宅
で
の
生

活
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で

す
。
生
協
の
高
齢
者

住
宅
は
人
生
の
ス

テ
ー
ジ
の
中
で
、
組

合
員
の
皆
様
が
利
用

さ
れ
る
一
つ
の
選
択

肢
で
は
な
い
か
と
感

じ
て
い
ま
す
。

（
虹
　
事
務
次
長

　
　
　   

高
橋
泰
介
）

　
安
来
第
２
支
部
い
ち
ご
班
の

班
長 

中
村
宣
子
さ
ん
は
昨
年
12

月
13
日
で
97
歳
に
な
ら
れ
ま
し

た
。
30
年
以
上
前
か
ら
班
会
を

開
催
し
、
安
来
第
２
支
部
の
運

営
委
員
と
し
て
「
強
い
体
」
の
手

配
り
も
し
て
い
ま
す
。

　
前
日
の
荒
天
候
が
打
っ
て
変

わ
っ
て
好
天
と
な
っ
た
こ
の
日

は
、
待
ち
に
待
っ
た
中
央
支
部
の

お
出
か
け
交
流
会
「
ミ
カ
ン
狩

り
」
で
し
た
。

　
貸
し
切
り
バ
ス
に
乗
り
安
来

の
観
光
ミ
カ
ン
園
に
到
着
す
る

と
、
目
の
前
に
は
黄
色
く
色
づ
い

た
ミ
カ
ン
の
木
の
列
が
あ
り
、
農

園
の
方
に
教
え
ら
れ
た
甘
い
木

の
下
へ
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
、
和

気
あ
い
あ
い
楽
し
ん
で
ミ
カ
ン

を
摘
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。
　

　
摘
み
た
て
を
食
べ
る
と
甘
さ

が
口
の
中
で
広
が
り
満
足
。
お
土

産
ミ
カ
ン
も
あ
り
、
皆
さ
ん
に
こ

に
こ
顔
。
昼
食
は
清
水
寺
付
近

の
「
ゆ
う
心
」
に
て
精
進
料
理
を

頂
く
。
こ
の
料
理
、
品
数
も
あ
り

見
た
目
も
良
く
、
味
も
（
思
っ
て

い
た
よ
り
）
良
か
っ
た
で
す
。
団

ら
ん
気
分
の
中
で
ク
イ
ズ
タ
イ

ム
も
あ
り
、
参
加
者
さ
ん
同
士
の

交
流
の
輪
が
広
が
っ
た
様
に
感

じ
ま
し
た
。
最
後
に
向
か
っ
た
の

は
道
の
駅
「
あ
ら
エ
ッ
サ
」
で
、

各
自
思
い
思
い
の
お
買
い
物
な

ど
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
私
も
干

物
を
購
入
し
ま
し
た
よ
。
参
加

者
の
皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。

今
後
も
元
気
で
楽
し
く
な
る
活

動
へ
ご
参
加
下
さ
い
。（
小
村
好
弘
）

　
持
田
支
部
で
は
12
月
5
日
に

地
域
の
な
ご
や
か
会
と
共
同
で

健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
当
日
は
19
名
が
参
加
さ
れ
、

体
組
成
や
尿
チ
ェ
ッ
ク
、
血
管
年

齢
、
骨
密
度
な
ど
フ
ル
コ
ー
ス
を

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
た
。
こ
の
健
康

チ
ェ
ッ
ク
は
毎
年
の
恒
例
行
事

と
な
っ
て
お
り
、
生
協
へ
の
理
解

も
す
す
み
参
加
者
も
増

え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
な
ご
や
か
会
と
協

力
し
て
健
康
づ
く
り
と

つ
な
が
り
づ
く
り
を
す

す
め
て
い
き
ま
す
。

（
片
寄
智
江
）

　
雨
天
延
期
に
な
っ
て
い
た
東

出
雲
ブ
ロ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
が
、
11
月
16
日
他
の

大
会
が
重
な
っ
た
に
も
関
わ
ら

ず
72
人
の
参
加
で
開
催
し
ま
し

た
。
お
天
気
が
心
配
で
し
た
が
、

秋
空
の
す
っ
き
り
し
た
ゴ
ル
フ
日

和
の
も
と
で
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

　
1
年
振
り
の
再
会
に
元
気
な

み
な
さ
ん
の
顔
が
拝
見
で
き
て

大
変
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
男
女
混

合
で
芝
と
ク
レ
ー
に
分
か
れ
て

試
合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
だ
ま

す
る
打
球
の
音
や
玉
の
行
方
に

歓
声
を
上
げ
る
人
、
み
な
さ
ん

和
気
あ
い
あ
い
で
プ
レ
ー
を
楽

し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
来

年
も
み
な
さ
ま
の
元
気
な
姿
に

逢
え
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

（
大
会
実
行
委
員
長
　
藤
田
勝
美
）

　
2
0
2
3
年
10
月
、
10
回
目

の
福
島
訪
問
を
行
い
ま
し
た
。 

　
2
0
1
1
年
3
月
東
日
本
大

震
災
の
津
波
で
沸
騰
水
型
原
発

で
は
史
上
最
悪
の
原
発
事
故
が

発
生
し
大
量
の
放
射
能
が
福
島

県
内
外
に
降
り
注
ぎ
事
故
原
発

周
辺
住
民
約
20
万
人
が
県
内
外

に
避
難
し
ま
し
た
（
写
真
１
）。

　
2
0
1
2
年
春
、
1
回
目
の

訪
問
を
行
い
地
震
と
津
波
と
原

発
事
故
の
3
重
災
害
で
双
葉
郡

内
帰
還
困
難
区
域
に
入
る
こ
と

も
出
来
ず
荒
れ
放
題
の
田
畑
に

津
波
で
流
さ
れ
た
車
が
横
た

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
2
0
1
5
年
4
回
目
か
ら
は

除
染
も
始
ま
り
幹
線
道
路
が
開

通
し
、
至
る
所
の
田
畑
で
除
染

で
出
た
１
㌧
の
黒
い
フ
レ
コ
ン

バ
ッ
ク
が
野
積
み
さ
れ
て
い
ま

し
た
。（
写
真
２
）
こ
の
頃
か
ら

福
島
県
内
で
若
年
者
の
甲
状
腺

が
ん
が
見
つ
か
る
よ
う
に
な
り

社
会
問
題
と
な
り
ま
し
た
が
、

国
や
県
は
原
因
不
明
と
し
ま
し

た
。

　
2
0
1
8
年
7
回
目
に
は
双

葉
郡
内
避
難
指
示
準
備
区
域
の

規
制
解
除
に
合
わ
せ
る
よ
う
に

又
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
福

島
県
の
復
興
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

た
め
に
県
内
2
2
0
0
万
体
の
フ

レ
コ
ン
バ
ッ
ク
を
連
日
3
5
0
0

台
の
大
型
ト
ラ
ッ
ク
で
中
間
貯
蔵

施
設
に
運
ん
で
い
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
で
2
年
間
訪
問
で
き
ず

9
回
目
は
2
0
2
2
年
で
す
。

こ
の
頃
に
は
双
葉
町
、
大
熊
町

は
全
町
帰
還
困
難
区
域
で
し
た

が
一
部
解
除
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

今
回
が
10
回
目
に
な
り
ま
す
。

　
今
回
は
汚
染
水
を
浄
化
し
た

処
理
水
の
海
洋
投
棄
が
7
月
か

ら
始
ま
り
国
内
の
漁
業
関
係
者

に
衝
撃
が
走
り
ま
し
た
。（
写
真

３
）

安来第２支部
いちご班

11/12

「
惚
け
防
止
」で
毎
日
た
の
し
く

ぼ

い

き

い

き

10/31

中央支部

11/14

ミ
カ
ン
狩
り

   

秋
の
お
出
か
け
交
流
会

持田支部

12/5

川
原
な
ご
や
か
会
と

　
共
同
で
健
康
チ
ェ
ッ
ク
開
催

東出雲
ブロック

11/16

ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
！
ブ
ロ
ッ
ク

　
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
！

松江生協
病院

4
年
振
り
に
開
催

松
江
保
健
生
協

        

中
途
採
用
者
研
修

福
島
原
発
事
故
か
ら
13
年
①

福
島
原
発
事
故
か
ら
13
年
①

　
初
回
訪
問
か
ら
10
回
目
で
見
た

           

福
島
復
興
の
経
過
と
現
状

　
初
回
訪
問
か
ら
10
回
目
で
見
た

           

福
島
復
興
の
経
過
と
現
状

介
護
医
療
院

　虹

　診
療
放
射
線
技
師
　樋
野

　伸
一

元
気
元
気
にに

活
動
し
て
い
ま
す
！

活
動
し
て
い
ま
す
！

支部や

班で

だ
よ
り

事
業
所

ふ
ら
こ
こ
と

な
な
い
ろ
だ
よ
り

事
業
所

（
写
真
１
）

（
写
真
2
）

（
写
真
3
）

part 2

part 1

介護医療院
「虹」

高齢者住宅（ふらここ なないろ）

介護医療院　虹　高橋泰介
TEL（0852）24-1212   FAX（0852）27-0087

空き部屋情報空き部屋情報

入所についてのお問い合わせは下記までご連絡下さい。

7室

ふらここ
住宅

13室

なないろ
住宅

松江市佐草町にある
「ふらここ住宅」「なないろ住宅」の

１月1日現在の空き部屋数

「あったか元気便」事務局
松江市西津田３-５-16　JAしまね津田支店 ２階
TEL：0852-67-3088／FAX：0852-67-6890
ホームページ　httpｓ://foodbankshimane.com

フードバンクしまねでは、お米（玄米）や食
品の寄付をお願いしています。お米なら
過去2年以内冷蔵庫で保存されていたも
のならOKです。
キロ数は問いません。みなさまのご協力をよろしくお願
いいたします。
食品を3月までにご提供いただく場合、4月以降の賞味
期限があれば大丈夫です。（お菓子、調味料、缶詰、イン
スタント食品、レトルト食品、飲料など）、生鮮食品や酒類
は不可です。

お米・食品募集!お米・食品募集!

ご
連
絡
先

日 時 ２月25日（日） 14時～15時30分

会 場 ふらここデイサービス食堂
（松江市佐草町458-1

介護医療院 虹 隣）
会 費 お茶代（100円）

高齢者住宅ふらここ
平日 電話（0852）61-1165（池田）
休日・夜間 080-6323-8482（池田）

お申込み・
お問い合わせ

認知症の方やご家族が日頃の思いを語り合ったり情報
交換したり…。
お茶を飲みながらほっとできるカフェです。気軽にお
越し下さい。

「 」「なのはな」開催のご案内

オレンジカフェ2月の
OPEN

入
居
者

　
募
集
中
！

大腸がんチェック
キャンペーン

お問い合わせ 健康づくり委員会
（0852）27-3774

健康チェック
Wキャンペーンの
ご案内

健康チェック
Wキャンペーンの
ご案内

ふれあい診療所でも購入できます

3月末まで

400円（2回法）
キャンペーン価格

キャンペーン価格

尿（尿中塩分）
チェックキャンペーン

200円（ウロペーパーソルト2枚入り）

資料は福島原発事故被害者団体連絡会

入居者
募集中！

大好評！
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ハ
ー
ト
♡

引
野
律
子
さ
ん

　
松
江
城
の
石
垣
に
は
ハ
ー
ト

形
の
石
が
あ
り
ま
す
。
天
守
一
階

の
柱
の
包
板
に
使
わ
れ
た
板
の

木
目
に
も
ハ
ー
ト
形
が
あ
り
ま

す
。
バ
レ
ン
タ
イ
ン
の
こ
ろ
に
ぜ

ひ
見
に
行
っ
て
下
さ
い
。

す
ご
い
で
す
よ
ー
!!

海
賀
絹
子
さ
ん

　
バ
レ
ン
タ
イ
ン
は
高
校
時
代

直
接
渡
す
人
は
い
な
か
っ
た
で

す
が
、
橋
渡
し
役
で
し
た
が
そ
れ

で
も
〝
ド
キ
ド
キ
〞
で
し
た
。
そ

の
後
そ
れ
が
御
縁
で
結
婚
さ
れ

ま
し
た
〜
♡

靴
箱
に
そ
っ
と…

右
を
見
て
左
を
見
て
さ
ん

　
高
校
３
年
間
、
同
じ
男
の
子

に
片
想
い
を
し
て
い
ま
し
た
。
靴

箱
が
ロ
ッ
カ
ー
に
な
っ
て
い
た
の

で
、
そ
の
靴
箱
を
開
け
て
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
を
入
れ
て
お
く
時
の
ド

キ
ド
キ
は
も
ら
う
男
の
子
に
は

き
っ
と
わ
か
ら
な
か
っ
た
だ
ろ
う

な
ー
。

私
の
健
康
法

重
谷
光
枝
さ
ん

　
朝
、
夕
お
し
ゃ
べ
り
主
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。
歩
数
よ
り
口
数

が
多
い
認
知
予
防
と
考
え
る
年

令
に
合
わ
せ
た
動
き
。
女
性
の

す
き
な
噂
話
、
雑
談
で
ス
ト
レ
ス

解
消
。
夜
は
昼
間
の
快
い
疲
れ
で

爆
睡
状
態
。
年
相
応
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
で
す
。

毎
月
楽
し
み
で
す

松
村
春
美
さ
ん

　
月
刊
「
強
い
体
」
は
毎
月
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
今
月
の
手
編

み
の
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
は
と
て
も
上

手
に
作
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
他

の
作
品
も
い
ろ
い
ろ
見
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

ぜ
ひ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
♪

吉
村
ち
と
せ

　
健
康
チ
ェ
ッ
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
２
、尿（
尿
中
塩
分
）チ
ェ
ッ

ク
、
ソ
ル
ト
ペ
ー
パ
ー
で
自
己

塩
分
量
の
測
定
を
し
て
、
管
理

し
た
い
で
す
。

母
の
味

ち
ー
ば
あ
さ
ん

　
冬
に
な
る
と
思
い
出
す
の
が

母
が
作
っ
て
く
れ
た
鯨
汁
で
す
。

大
根
、
里
い
も
等
野
菜
も
た
く

さ
ん
入
り
、
み
そ
仕
立
て
で
と
て

も
お
い
し
か
っ
た
の
を
思
い
出
し

ま
す
。

仙
台
旅
行

イ
ブ
さ
ん

　
女
２
人
旅
仙
台
へ
。

　
新
聞
で
Ｆ
Ｄ
Ａ
方
針
、
出
雲
｜

静
岡
、
仙
台
便
休
止
の
見
出
し
、

そ
し
て
コ
ロ
ナ
感
染
も
５
類
に

な
っ
た
の
で
仙
台
旅
行
を
決
め

た
。

　
仙
台
空
港
で
腹
ご
し
ら
え
が

済
ん
だ
ら
「
る
ー
ぷ
る
仙
台
」
を

利
用
す
る
為
に
仙
台
駅
へ
。

　
仙
台
駅
に
着
い
た
時
の
人
の

多
さ
、
都
会
的
な
街
に
は
び
っ
く

り
。

　
伊
達
政
宗
が
築
い
た
杜
の
都

仙
台
は
ま
ず
政
宗
が
眠
る
瑞
鳳

殿
、
そ
し
て
仙
台
城
。

　
２
日
目
は
日
本
三
景
の
ひ
と

つ
松
島
へ
、
国
宝
瑞
巌
寺
を
鑑
賞

し
、
牡
蠣
、
牛
タ
ン
、
ず
ん
だ
餅

を
堪
能
し
た
。

　
3
日
間
快
晴
、
幸
せ
な
思
い

出
に
残
る
旅
と
な
り
ま
し
た
。

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
木

古
浦
高
代
さ
ん

　
庭
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
木
、
夏

は
お
い
し
い
実
を
つ
け
て
、
秋
は

紅
葉
を
楽
し
み
、
冬
は
枝
々
の

綿
帽
子
も
す
て
き
で
す
よ
。

冬
に
向
か
っ
て

　快
適
な
暮
ら
し
を

コ
ス
モ
ス
さ
ん

　
近
年
は
、
秋
か
と
思
え
ば
す

ぐ
に
冬
が
や
っ
て
き
て
、
ち
ょ
う

ど
良
い
季
節
が
な
く
な
っ
て
き

た
ね
と
よ
く
話
し
ま
す
。

　
先
日
灯
油
の
ス
ト
ー
ブ
を
出

し
て
、
今
夜
は
〝
湯
た
ん
ぽ
〞
の

準
備
を
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。
冬
に
向
か
っ
て
快
適
な
暮
ら

し
を…

と
考
え
て
い
ま
す
。

あ
い
う
べ
ー

ハ
ン
ナ
さ
ん

　
最
近
、
舌
や
頬
を
よ
く
噛
む

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
口
腔
機

能
の
低
下
で
は
と
、「
あ
い
う
べ
」

体
操
を
や
っ
て
い
ま
す
。
洗
面
所

に
や
り
方
を
貼
っ
て
歯
み
が
き

の
た
び
に
鏡
を
み
な
が
ら
。

●
12
月
号
の
正
解
と
当
選
者
（
40
名
・
50
音
順
）

　正
解
は
「
フ
ユ
ノ
セ
イ
ザ
」 図
書
カ
ー
ド
は
毎
月
　
日
以
降
に
発
送
し
ま
す
。

10

236名の方から回答を寄せていただきました。（正解率99.1％）

会
話
に
♡

あ
き
さ
ん

　「
強
い
体
」
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド

に
挑
戦
。
夫
婦
で
あ
ー
だ
！
こ
ー

だ
！
と
会
話
を
し
な
が
ら
の
回

答
。
頭
の
体
操
と
夫
婦
の
会
話

に
も
役
に
立
っ
て
お
り
ま
す
。

す
こ
し
お
レ
シ
ピ
に

挑
戦

平
林
ム
ツ
ミ
さ
ん

　
久
し
ぶ
り
に
ク
イ
ズ
に
挑
戦

し
ま
し
た
。「
強
い
体
」
は
毎
月

楽
し
み
に
読
ま
せ
て
頂
い
て
居

り
ま
す
。

　
す
こ
し
お
レ
シ
ピ
の
お
好
み

焼
作
っ
て
み
よ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。

新
発
見
！

本
田
ひ
と
み
さ
ん

　
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
、
と
て
も
楽
し

く
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
な
る
べ
く
自
力
で
と
思
い
つ

つ
、
わ
か
ら
な
い
と
ス
マ
ホ
で
調

べ
て
、
新
発
見
に
楽
し
ま
さ
れ
な

が
ら
こ
れ
か
ら
も
解
い
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。

ま
っ
て
い
ま
す
よ
〜

二
宮
　
隆
さ
ん

　
毎
回
楽
し
み
に
し
て
る
「
強

い
体
」
す
み
ず
み
読
ん
で
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
脳
に
し
げ
き
を

与
え
る
為
ま
っ
て
ま
す
。

「
上
手
だ
わ
ー
」

北
川
栄
子
さ
ん

　
毎
月
の
「
強
い
体
」
を
楽
し
み

に
し
て
お
り
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
、
絵
に
文
章
に
「
上

手
だ
わ
ー
」
と
い
つ
も
思
っ
て
見

て
ま
す
。
私
に
は
で
き
な
い
か
ら

ね
〜
！

1
　
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の

　
　
ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ
第
十
四
番

2
　
濃
い
藍
色

3
　
パ
ン
粉
を
つ
け
た
揚
げ
物

4
　
牛
、
豚
、
鶏
の
心
臓

5
　
欧
州
の
穀
倉
地
帯

6
　
電
車
が
○
○
○
し
て
遅
刻

8
　
肝
玉
、
胆
力

�
　
と
れ
ば
と
る
ほ
ど
増
え
る

�
　
オ
ー
ル
ド
ス
タ
イ
ル

�
　
秋
田
県
横
手
地
方
で

　
　
有
名
な
雪
の
行
事

�
　
○
○
を
出
す
。
辞
め
さ
せ
る

�
　
物
の
表
面
の
艶

�
　
野
球
狂
の
詩
の
水
原
○
○
○

�
　
病
気
を
研
究
す
る
学
問

�
　
○
○
よ
り
証
拠

�
　
人
里
に
も
出
没
し
ま
す

1
　
酒
が
飲
め
な
い
た
ち
の
人

3
　
豆
ま
き
の
時
の
掛
け
声

7
　
シ
ベ
リ
ア
や
ア
ラ
ス
カ
地
方
に
あ
る

　
　
氷
の
凍
土
帯

9
　
文
○
○
○
、
平
○
○
○
、
両
袖
○
○
○

�
　
蚕
の
繭
か
ら
と
り
ま
す

�
　
戦
○
○
。
応
仁
の
○
○

�
　
喜
多
川
歌
麿
は
○
○
○
絵
師

�
　
ヨ
ル
ダ
ン
と
イ
ス
ラ
エ
ル
と
の

　
　
国
境
に
あ
る
塩
湖

�
　
夕
方
の
太
陽
の
光

�
　
目
玉
。
ど
ん
ぐ
り
○
○
○

�
　
○
○
愛
、
師
○
○
、
僚
○
○

�
　
握
っ
て
離
さ
な
い
人
も

�
　
♪
か
ご
め
、
か
ご
め
、

　
　
○
○
○
の
正
面
だ
〜
あ
れ

�
　
値
打
ち
の
な
い
品
物

�
　
金
・
銀
・
白
金
な
ど

　
　
空
気
中
で
酸
化
し
に
く
い
金
属

�
　
舞
台
の
○
○
が
お
り
る

山
代
支
部

　楢
崎
タ
ミ
ヨ
さ
ん

「
紙
粘
土
で
作
っ
た
雪
だ
る
ま
」

大東支部　みーちゃん
「ハーダンガー刺繍」

東
ま
つ
ば
ら
支
部

と
ら
ち
ゃ
ん

「
リ
メ
イ
ク
ベ
ス
ト
と

ポ
シ
ェ
ッ
ト
」

今
月
の
お
た
よ
り
テ
ー
マ

　
　「
バ
レ
ン
タ
イ
ン
の
ド
キ
ド
キ
」で
す
。 

自
由
投
稿

解答欄
A B C D E F

クイズ正解者の中から
40人に図書カードを
プレゼント

クイズ正解者の中から
40人に図書カードを
プレゼントどんどんご応募下さい！

【12月号の解答】
フユノセイザ

二
重
ワ
ク
の
文
字
を
、

Ａ
〜
F
の
順
に
並
べ
て

で
き
る
言
葉
は
、な
に
？

【
タ
テ
の
カ
ギ
】

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】

「
お
た
よ
り
ひ
ろ
ば
」

（
4
月
号
）の
募
集
テ
ー
マ
は

❶「
出
会
い
」

❷「
自
由
テ
ー
マ
」
で
す
。　
　

ど
ち
ら
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

「
お
た
よ
り
ひ
ろ
ば
」

（
4
月
号
）の
募
集
テ
ー
マ
は

❶「
出
会
い
」

❷「
自
由
テ
ー
マ
」
で
す
。　
　

ど
ち
ら
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

お
た
よ
り

ひ
ろ
ば

ず
い
ほ
う

で
ん

ず
い
が
ん
じ

・生協のぞみ在宅支援センター
・生協のぞみ訪問看護ステーション
・ふれあいデイサービス
・ふれあいヘルパーステーション
・せいきょう介護・福祉タクシー

☎0852（55）8460
☎0852（25）8917
☎0852（31）8014
☎0852（26）7608
☎0852（20）2021

虹グループ

松江市佐草町456-1 ☎0852（24）1212

ふれあい診療所併設在宅介護サービス
※介護医療院を中心として、デイケア、デイサービス、
ヘルパーステーション、居宅支援室を併設しています。

せいきょう学園福祉センター

松江市学園2-7-16 ☎0852（27）4455

※デイサービス・ヘルパーステーション・在宅介護
支援センターを併設しています。

せいきょう幸町福祉センター

松江市幸町1571 ☎0852（28）1388

※せいきょう幸町デイサービス

生協東出雲診療所

松江市東出雲町揖屋1137-1 ☎0852（52）2264

※デイサービス・居宅介護支援事業所を併設しています。

〒690-8552  松江市西津田8-8-10
松江保健生協「強い体」おたよりひろば係 まで
FAX （0852）32-9371

しめきり 2024年2月29日

おたより、作品、クイズの宛先は
(季節のものを描かれる場合は、4月のイメージで。)

絵手紙やイラスト
俳句、川柳、
写真、手芸など

内容（この中から選べます）

（当日消印有効）

●住所、氏名、電話番号は必ずご記入下さい。
●匿名希望の方はその旨ご記入いただくか、

ペンネームをご記入下さい。尚、クイズの当
選者は氏名を掲載させていただきます。

●おたよりや作品が掲載された方には図書
カードをプレゼント！

●身近な出来事、地域やご家庭の話題、ご意見
ご感想など、「一言」をそえてご応募下さい。

　おたよりひろばに掲載させて頂くことがあ
ります。

●投稿は「強い体」に掲載の上、組合員活動や
運営に利用させていただきます。

　ご了承の上、投稿下さい。
●葉書またはFAXにて応募下さい。

おたより＆
　　作品募集

お名前には
フリガナを
つけて下さい

安
達

　太
平
さ
ん

安
部

　範
子
さ
ん

石
橋

　隆
幸
さ
ん

井
田

　綾
子
さ
ん

今
井
寿
美
子
さ
ん

今
井

　美
子
さ
ん

岩
宮

　信
子
さ
ん

上
野

　榮
子
さ
ん

大
野

　洋
子
さ
ん

岡

　千
佐
美
さ
ん

奥
村
美
紀
子
さ
ん

狩
野

　和
子
さ
ん

國
弘
久
仁
枝
さ
ん

桑
原

　幸
子
さ
ん

小
谷

　正
子
さ
ん

坂
本

　尚
美
さ
ん

作
野

　健
太
さ
ん

田
村
あ
や
子
さ
ん

竹
下

　正
孝
さ
ん

高
井

　昭
二
さ
ん

恒
藤
恵
美
子
さ
ん

豊
川

　利
子
さ
ん

冨
岡

　輝
孝
さ
ん

西
原

　篤
志
さ
ん

福
田

　教
子
さ
ん

日
野

　幸
子
さ
ん

細
川

　慶
子
さ
ん

堀
尾

　裕
美
さ
ん

松
浦

　保
彦
さ
ん

三
島

　京
子
さ
ん

美
多

　千
里
さ
ん

宮
廻

　宮
子
さ
ん

宮
本

　千
恵
さ
ん

三
輪
喜
美
代
さ
ん

村
上

　敏
江
さ
ん

山
田

　好
美
さ
ん

山
本

　誠
さ
ん

横
山
冨
美
惠
さ
ん

渡
部

　宏
子
さ
ん

渡
部

　正
幸
さ
ん

当日はマスク着用、各自で飲み物を
お持ち下さい。
体調が悪い場合はご遠慮下さい。

日　時 4月15日（月）
13:30～15:00

場　所 松江テルサ
1Fテルサホール

参加者の方にプレゼントが
あります

内　容 支部表彰
お楽しみ企画問い合わせ先

健康チェック、コーヒー

体操、脳トレ2/13（火）
10：00～11：30

2/7（水）
10：30～14：00

はっぴぃサロン（古志原）
／松ヶ丘会館

脳トレ2/24（土）
9：30～11：30

よらこいサロン（古志原西）
／一の谷集会所

にっこりサロン（雑賀）
／にっこり文庫

カラコロ体操、野菜バザー2/10（土）
10：00～11：30

石橋健康サロン（城北）
／石橋4区　町内会館

腰痛・肩こり予防体操2/7（水）
10：00～11：00

いずみサロン（揖屋東）
／ヨリアイーナ東出雲

日　時 内　容名　称（支部）／会　場

2月のサロン開催予定

血圧、体脂肪、筋肉量、血管年齢、
骨密度

2/20（火）
10：00～11：00

法吉
／淞北台団地　ふれあい交流館

血圧、体脂肪、筋肉量、握力、
足趾力

2/1（木）
10：00～11：00

安来第１第２支部
／JAグリーンセンターはしま

日　時 内　容名　称（支部）／会　場

２月の青空健康チェック開催予定

介護医療院  虹  4階   担当：落合
TEL.0852-24-3802

レーザー
ディスク
カラオケ（本体）

募集

ご家庭で使われなくなった使
用可能なレーザーディスク（LD）
カラオケ機器がありましたら
下記までご連絡ください。
介護医療院 虹で利用者様のレ
クリエーション等に使用します。

組合員活動
交流会のご案内

組合員活動
交流会のご案内

春
の
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ハ
ー
ト
♡

引
野
律
子
さ
ん

　
松
江
城
の
石
垣
に
は
ハ
ー
ト

形
の
石
が
あ
り
ま
す
。
天
守
一
階

の
柱
の
包
板
に
使
わ
れ
た
板
の

木
目
に
も
ハ
ー
ト
形
が
あ
り
ま

す
。
バ
レ
ン
タ
イ
ン
の
こ
ろ
に
ぜ

ひ
見
に
行
っ
て
下
さ
い
。

す
ご
い
で
す
よ
ー
!!

海
賀
絹
子
さ
ん

　
バ
レ
ン
タ
イ
ン
は
高
校
時
代

直
接
渡
す
人
は
い
な
か
っ
た
で

す
が
、
橋
渡
し
役
で
し
た
が
そ
れ

で
も
〝
ド
キ
ド
キ
〞
で
し
た
。
そ

の
後
そ
れ
が
御
縁
で
結
婚
さ
れ

ま
し
た
〜
♡

靴
箱
に
そ
っ
と…

右
を
見
て
左
を
見
て
さ
ん

　
高
校
３
年
間
、
同
じ
男
の
子

に
片
想
い
を
し
て
い
ま
し
た
。
靴

箱
が
ロ
ッ
カ
ー
に
な
っ
て
い
た
の

で
、
そ
の
靴
箱
を
開
け
て
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
を
入
れ
て
お
く
時
の
ド

キ
ド
キ
は
も
ら
う
男
の
子
に
は

き
っ
と
わ
か
ら
な
か
っ
た
だ
ろ
う

な
ー
。

私
の
健
康
法

重
谷
光
枝
さ
ん

　
朝
、
夕
お
し
ゃ
べ
り
主
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。
歩
数
よ
り
口
数

が
多
い
認
知
予
防
と
考
え
る
年

令
に
合
わ
せ
た
動
き
。
女
性
の

す
き
な
噂
話
、
雑
談
で
ス
ト
レ
ス

解
消
。
夜
は
昼
間
の
快
い
疲
れ
で

爆
睡
状
態
。
年
相
応
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
で
す
。

毎
月
楽
し
み
で
す

松
村
春
美
さ
ん

　
月
刊
「
強
い
体
」
は
毎
月
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
今
月
の
手
編

み
の
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
は
と
て
も
上

手
に
作
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
他

の
作
品
も
い
ろ
い
ろ
見
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

ぜ
ひ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
♪

吉
村
ち
と
せ

　
健
康
チ
ェ
ッ
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
２
、尿（
尿
中
塩
分
）チ
ェ
ッ

ク
、
ソ
ル
ト
ペ
ー
パ
ー
で
自
己

塩
分
量
の
測
定
を
し
て
、
管
理

し
た
い
で
す
。

母
の
味

ち
ー
ば
あ
さ
ん

　
冬
に
な
る
と
思
い
出
す
の
が

母
が
作
っ
て
く
れ
た
鯨
汁
で
す
。

大
根
、
里
い
も
等
野
菜
も
た
く

さ
ん
入
り
、
み
そ
仕
立
て
で
と
て

も
お
い
し
か
っ
た
の
を
思
い
出
し

ま
す
。

仙
台
旅
行

イ
ブ
さ
ん

　
女
２
人
旅
仙
台
へ
。

　
新
聞
で
Ｆ
Ｄ
Ａ
方
針
、
出
雲
｜

静
岡
、
仙
台
便
休
止
の
見
出
し
、

そ
し
て
コ
ロ
ナ
感
染
も
５
類
に

な
っ
た
の
で
仙
台
旅
行
を
決
め

た
。

　
仙
台
空
港
で
腹
ご
し
ら
え
が

済
ん
だ
ら
「
る
ー
ぷ
る
仙
台
」
を

利
用
す
る
為
に
仙
台
駅
へ
。

　
仙
台
駅
に
着
い
た
時
の
人
の

多
さ
、
都
会
的
な
街
に
は
び
っ
く

り
。

　
伊
達
政
宗
が
築
い
た
杜
の
都

仙
台
は
ま
ず
政
宗
が
眠
る
瑞
鳳

殿
、
そ
し
て
仙
台
城
。

　
２
日
目
は
日
本
三
景
の
ひ
と

つ
松
島
へ
、
国
宝
瑞
巌
寺
を
鑑
賞

し
、
牡
蠣
、
牛
タ
ン
、
ず
ん
だ
餅

を
堪
能
し
た
。

　
3
日
間
快
晴
、
幸
せ
な
思
い

出
に
残
る
旅
と
な
り
ま
し
た
。

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
木

古
浦
高
代
さ
ん

　
庭
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
木
、
夏

は
お
い
し
い
実
を
つ
け
て
、
秋
は

紅
葉
を
楽
し
み
、
冬
は
枝
々
の

綿
帽
子
も
す
て
き
で
す
よ
。

冬
に
向
か
っ
て

　快
適
な
暮
ら
し
を

コ
ス
モ
ス
さ
ん

　
近
年
は
、
秋
か
と
思
え
ば
す

ぐ
に
冬
が
や
っ
て
き
て
、
ち
ょ
う

ど
良
い
季
節
が
な
く
な
っ
て
き

た
ね
と
よ
く
話
し
ま
す
。

　
先
日
灯
油
の
ス
ト
ー
ブ
を
出

し
て
、
今
夜
は
〝
湯
た
ん
ぽ
〞
の

準
備
を
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。
冬
に
向
か
っ
て
快
適
な
暮
ら

し
を…

と
考
え
て
い
ま
す
。

あ
い
う
べ
ー

ハ
ン
ナ
さ
ん

　
最
近
、
舌
や
頬
を
よ
く
噛
む

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
口
腔
機

能
の
低
下
で
は
と
、「
あ
い
う
べ
」

体
操
を
や
っ
て
い
ま
す
。
洗
面
所

に
や
り
方
を
貼
っ
て
歯
み
が
き

の
た
び
に
鏡
を
み
な
が
ら
。

●
12
月
号
の
正
解
と
当
選
者
（
40
名
・
50
音
順
）

　正
解
は
「
フ
ユ
ノ
セ
イ
ザ
」 図
書
カ
ー
ド
は
毎
月
　
日
以
降
に
発
送
し
ま
す
。

10

236名の方から回答を寄せていただきました。（正解率99.1％）

会
話
に
♡

あ
き
さ
ん

　「
強
い
体
」
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド

に
挑
戦
。
夫
婦
で
あ
ー
だ
！
こ
ー

だ
！
と
会
話
を
し
な
が
ら
の
回

答
。
頭
の
体
操
と
夫
婦
の
会
話

に
も
役
に
立
っ
て
お
り
ま
す
。

す
こ
し
お
レ
シ
ピ
に

挑
戦

平
林
ム
ツ
ミ
さ
ん

　
久
し
ぶ
り
に
ク
イ
ズ
に
挑
戦

し
ま
し
た
。「
強
い
体
」
は
毎
月

楽
し
み
に
読
ま
せ
て
頂
い
て
居

り
ま
す
。

　
す
こ
し
お
レ
シ
ピ
の
お
好
み

焼
作
っ
て
み
よ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。

新
発
見
！

本
田
ひ
と
み
さ
ん

　
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
、
と
て
も
楽
し

く
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
な
る
べ
く
自
力
で
と
思
い
つ

つ
、
わ
か
ら
な
い
と
ス
マ
ホ
で
調

べ
て
、
新
発
見
に
楽
し
ま
さ
れ
な

が
ら
こ
れ
か
ら
も
解
い
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。

ま
っ
て
い
ま
す
よ
〜

二
宮
　
隆
さ
ん

　
毎
回
楽
し
み
に
し
て
る
「
強

い
体
」
す
み
ず
み
読
ん
で
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
脳
に
し
げ
き
を

与
え
る
為
ま
っ
て
ま
す
。

「
上
手
だ
わ
ー
」

北
川
栄
子
さ
ん

　
毎
月
の
「
強
い
体
」
を
楽
し
み

に
し
て
お
り
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
、
絵
に
文
章
に
「
上

手
だ
わ
ー
」
と
い
つ
も
思
っ
て
見

て
ま
す
。
私
に
は
で
き
な
い
か
ら

ね
〜
！

1
　
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の

　
　
ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ
第
十
四
番

2
　
濃
い
藍
色

3
　
パ
ン
粉
を
つ
け
た
揚
げ
物

4
　
牛
、
豚
、
鶏
の
心
臓

5
　
欧
州
の
穀
倉
地
帯

6
　
電
車
が
○
○
○
し
て
遅
刻

8
　
肝
玉
、
胆
力

�
　
と
れ
ば
と
る
ほ
ど
増
え
る

�
　
オ
ー
ル
ド
ス
タ
イ
ル

�
　
秋
田
県
横
手
地
方
で

　
　
有
名
な
雪
の
行
事

�
　
○
○
を
出
す
。
辞
め
さ
せ
る

�
　
物
の
表
面
の
艶

�
　
野
球
狂
の
詩
の
水
原
○
○
○

�
　
病
気
を
研
究
す
る
学
問

�
　
○
○
よ
り
証
拠

�
　
人
里
に
も
出
没
し
ま
す

1
　
酒
が
飲
め
な
い
た
ち
の
人

3
　
豆
ま
き
の
時
の
掛
け
声

7
　
シ
ベ
リ
ア
や
ア
ラ
ス
カ
地
方
に
あ
る

　
　
氷
の
凍
土
帯

9
　
文
○
○
○
、
平
○
○
○
、
両
袖
○
○
○

�
　
蚕
の
繭
か
ら
と
り
ま
す

�
　
戦
○
○
。
応
仁
の
○
○

�
　
喜
多
川
歌
麿
は
○
○
○
絵
師

�
　
ヨ
ル
ダ
ン
と
イ
ス
ラ
エ
ル
と
の

　
　
国
境
に
あ
る
塩
湖

�
　
夕
方
の
太
陽
の
光

�
　
目
玉
。
ど
ん
ぐ
り
○
○
○

�
　
○
○
愛
、
師
○
○
、
僚
○
○

�
　
握
っ
て
離
さ
な
い
人
も

�
　
♪
か
ご
め
、
か
ご
め
、

　
　
○
○
○
の
正
面
だ
〜
あ
れ

�
　
値
打
ち
の
な
い
品
物

�
　
金
・
銀
・
白
金
な
ど

　
　
空
気
中
で
酸
化
し
に
く
い
金
属

�
　
舞
台
の
○
○
が
お
り
る

山
代
支
部

　楢
崎
タ
ミ
ヨ
さ
ん

「
紙
粘
土
で
作
っ
た
雪
だ
る
ま
」

大東支部　みーちゃん
「ハーダンガー刺繍」

東
ま
つ
ば
ら
支
部

と
ら
ち
ゃ
ん

「
リ
メ
イ
ク
ベ
ス
ト
と

ポ
シ
ェ
ッ
ト
」

今
月
の
お
た
よ
り
テ
ー
マ

　
　「
バ
レ
ン
タ
イ
ン
の
ド
キ
ド
キ
」で
す
。 

自
由
投
稿

解答欄
A B C D E F

クイズ正解者の中から
40人に図書カードを
プレゼント

クイズ正解者の中から
40人に図書カードを
プレゼントどんどんご応募下さい！

【12月号の解答】
フユノセイザ

二
重
ワ
ク
の
文
字
を
、

Ａ
〜
F
の
順
に
並
べ
て

で
き
る
言
葉
は
、な
に
？

【
タ
テ
の
カ
ギ
】

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】

「
お
た
よ
り
ひ
ろ
ば
」

（
4
月
号
）の
募
集
テ
ー
マ
は

❶「
出
会
い
」

❷「
自
由
テ
ー
マ
」
で
す
。　
　

ど
ち
ら
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

「
お
た
よ
り
ひ
ろ
ば
」

（
4
月
号
）の
募
集
テ
ー
マ
は

❶「
出
会
い
」

❷「
自
由
テ
ー
マ
」
で
す
。　
　

ど
ち
ら
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

お
た
よ
り

ひ
ろ
ば

ず
い
ほ
う

で
ん

ず
い
が
ん
じ

・生協のぞみ在宅支援センター
・生協のぞみ訪問看護ステーション
・ふれあいデイサービス
・ふれあいヘルパーステーション
・せいきょう介護・福祉タクシー

☎0852（55）8460
☎0852（25）8917
☎0852（31）8014
☎0852（26）7608
☎0852（20）2021

虹グループ

松江市佐草町456-1 ☎0852（24）1212

ふれあい診療所併設在宅介護サービス
※介護医療院を中心として、デイケア、デイサービス、
ヘルパーステーション、居宅支援室を併設しています。

せいきょう学園福祉センター

松江市学園2-7-16 ☎0852（27）4455

※デイサービス・ヘルパーステーション・在宅介護
支援センターを併設しています。

せいきょう幸町福祉センター

松江市幸町1571 ☎0852（28）1388

※せいきょう幸町デイサービス

生協東出雲診療所

松江市東出雲町揖屋1137-1 ☎0852（52）2264

※デイサービス・居宅介護支援事業所を併設しています。

〒690-8552  松江市西津田8-8-10
松江保健生協「強い体」おたよりひろば係 まで
FAX （0852）32-9371

しめきり 2024年2月29日

おたより、作品、クイズの宛先は
(季節のものを描かれる場合は、4月のイメージで。)

絵手紙やイラスト
俳句、川柳、
写真、手芸など

内容（この中から選べます）

（当日消印有効）

●住所、氏名、電話番号は必ずご記入下さい。
●匿名希望の方はその旨ご記入いただくか、

ペンネームをご記入下さい。尚、クイズの当
選者は氏名を掲載させていただきます。

●おたよりや作品が掲載された方には図書
カードをプレゼント！

●身近な出来事、地域やご家庭の話題、ご意見
ご感想など、「一言」をそえてご応募下さい。

　おたよりひろばに掲載させて頂くことがあ
ります。

●投稿は「強い体」に掲載の上、組合員活動や
運営に利用させていただきます。

　ご了承の上、投稿下さい。
●葉書またはFAXにて応募下さい。

おたより＆
　　作品募集

お名前には
フリガナを
つけて下さい

安
達

　太
平
さ
ん

安
部

　範
子
さ
ん

石
橋

　隆
幸
さ
ん

井
田

　綾
子
さ
ん

今
井
寿
美
子
さ
ん

今
井

　美
子
さ
ん

岩
宮

　信
子
さ
ん

上
野

　榮
子
さ
ん

大
野

　洋
子
さ
ん

岡

　千
佐
美
さ
ん

奥
村
美
紀
子
さ
ん

狩
野

　和
子
さ
ん

國
弘
久
仁
枝
さ
ん

桑
原

　幸
子
さ
ん

小
谷

　正
子
さ
ん

坂
本

　尚
美
さ
ん

作
野

　健
太
さ
ん

田
村
あ
や
子
さ
ん

竹
下

　正
孝
さ
ん

高
井

　昭
二
さ
ん

恒
藤
恵
美
子
さ
ん

豊
川

　利
子
さ
ん

冨
岡

　輝
孝
さ
ん

西
原

　篤
志
さ
ん

福
田

　教
子
さ
ん

日
野

　幸
子
さ
ん

細
川

　慶
子
さ
ん

堀
尾

　裕
美
さ
ん

松
浦

　保
彦
さ
ん

三
島

　京
子
さ
ん

美
多

　千
里
さ
ん

宮
廻

　宮
子
さ
ん

宮
本

　千
恵
さ
ん

三
輪
喜
美
代
さ
ん

村
上

　敏
江
さ
ん

山
田

　好
美
さ
ん

山
本

　誠
さ
ん

横
山
冨
美
惠
さ
ん

渡
部

　宏
子
さ
ん

渡
部

　正
幸
さ
ん

当日はマスク着用、各自で飲み物を
お持ち下さい。
体調が悪い場合はご遠慮下さい。

日　時 4月15日（月）
13:30～15:00

場　所 松江テルサ
1Fテルサホール

参加者の方にプレゼントが
あります

内　容 支部表彰
お楽しみ企画問い合わせ先

健康チェック、コーヒー

体操、脳トレ2/13（火）
10：00～11：30

2/7（水）
10：30～14：00

はっぴぃサロン（古志原）
／松ヶ丘会館

脳トレ2/24（土）
9：30～11：30

よらこいサロン（古志原西）
／一の谷集会所

にっこりサロン（雑賀）
／にっこり文庫

カラコロ体操、野菜バザー2/10（土）
10：00～11：30

石橋健康サロン（城北）
／石橋4区　町内会館

腰痛・肩こり予防体操2/7（水）
10：00～11：00

いずみサロン（揖屋東）
／ヨリアイーナ東出雲

日　時 内　容名　称（支部）／会　場

2月のサロン開催予定

血圧、体脂肪、筋肉量、血管年齢、
骨密度

2/20（火）
10：00～11：00

法吉
／淞北台団地　ふれあい交流館

血圧、体脂肪、筋肉量、握力、
足趾力

2/1（木）
10：00～11：00

安来第１第２支部
／JAグリーンセンターはしま

日　時 内　容名　称（支部）／会　場

２月の青空健康チェック開催予定

介護医療院  虹  4階   担当：落合
TEL.0852-24-3802

レーザー
ディスク
カラオケ（本体）

募集

ご家庭で使われなくなった使
用可能なレーザーディスク（LD）
カラオケ機器がありましたら
下記までご連絡ください。
介護医療院 虹で利用者様のレ
クリエーション等に使用します。

組合員活動
交流会のご案内

組合員活動
交流会のご案内

春
の



第１部　朗読劇「さあちゃんとヒロシマ」より（写真①）

第２部　平和ディスカッションより（写真③）
西尾さん（中央）と島根大学の学生

西尾幸子さんプロフィール（写真②）
　1932年広島市生まれ。
1945年春、広島第一高等女学校
（現・県立広島皆実高校）に入学。
それから４ヶ月後の8月６日、当時
13歳だった西尾さんは、母親の
実家がある島根県に疎開。しかし、
建物疎開の片付け作業に動員さ
れていた同級生223名が犠牲と
なりました。
　13歳で死んでいった友人達の
無念の思いを伝えるために、『二
度と戦争を起こしてはならない』
『核兵器をなくそう』と、平和の語
り部として活動しています。

〒690-8552 松江市西津田 8-8-10 ホームページ

スマートフォン用サイトはこちらから→
TEL.0852-27-3774　FAX.0852-32-9371 http://www.matsue-hew.jp/

月刊

2024年２月1日

月号
組合員………………………32,911人
出資金高……… 1,661,843,600円
平均出資金額………………50,495円
機関紙手配り協力員数…… 1,877人
手配り配布数………………12,180部

（12月末日現在）
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新型コロナウイルス感染症に対する院内感染予防強化のため、受診の際
には問診票記入と患者さま（付き添いの方も含め）各自お家での検温をお
願いしております。また、マスクの着用にご協力ください。お手数をおかけ
いたしますが、ご理解とご協力をいただきますようお願いいたします。

　　
第
一
部
（
写
真
①
）
は
朗
読

劇
「
さ
あ
ち
ゃ
ん
と
ヒ
ロ
シ
マ
」

が
大
人
4
人
と
小
学
生
5
人
で
上

演
さ
れ
ま
し
た
。
ス
ク
リ
ー
ン
に

は
西
尾
さ
ん
（
写
真
②
）
が
小

学
校
時
代
の
お
友
達
と
一
緒
に

映
っ
た
写
真
や
高
校
生
が
被
爆
体

験
を
聞
い
て
描
い
た
絵
が
映
し

出
さ
れ
、
読
み
手
の
方
々
の
力

強
い
朗
読
も
あ
い
ま
っ
て
国
民

が
戦
争
へ
と
気
持
ち
も
生
活
も

一
歩
一
歩
巻
き
込
ま
れ
て
い
く
息

苦
し
い
様
子
、
同
級
生
2
2
3

人
を
原
爆
で
亡
く
し
た
西
尾
さ

ん
の
平
和
へ
の
願
い
が
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。

　
生
き
た
く
て
も
生
き
ら
れ
な

か
っ
た
人
々
、
生
き
残
っ
た
喜
び

と
辛
さ
を
感
じ
た
人
々
、
各
々
の

思
い
に
心
を
寄
せ
る
事
が
出
来
た

時
間
で
し
た
。

　
第
二
部
（
写
真
③
）
で
は
今

回
初
め
て
島
根
大
学
生
と
西
尾
さ

ん
で「
平
和
の
バ
ト
ン
を
つ
な
ぐ
」

と
題
し
た
平
和
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
学
生

は
「
戦
争
を
体
験
し
た
家
族
の
話

を
聞
い
た
こ
と
で
平
和
に
つ
い
て

考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
ま
わ

り
の
学
生
た
ち
の
中
で
平
和
に
つ

い
て
関
心
を
持
っ
て
い
る
の
は
少

数
派
な
の
で
き
っ
か
け
作
り
を
し

て
い
き
た
い
」
と
今
後
に
つ
な
が

る
話
が
聞
け
ま
し
た
。
若
い
世
代

の
力
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　
西
尾
さ
ん
は
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、

パ
レ
ス
チ
ナ
で
の
悲
惨
な
状
況
が

毎
日
映
像
で
流
れ
て
、胸
が
痛
む
。

国
同
士
の
諍
い
は
あ
っ
て
も
人
ご

ろ
し
は
絶
対
に
ダ
メ
だ
。
話
し
合

い
を
し
て
欲
し
い
」
と
力
強
く
訴

え
ら
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
感
想
で
は
、朗
読
劇
、

学
生
の
方
々
と
の
つ
な
が
り
も
続

け
て
く
だ
さ
い
、
な
ど
い
た
だ
き

ま
し
た
。

（
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
　
井
上
薫
）

2 0 2 4年2月

松江市西津田7-14-21　ふれあい健康センター1～3階

フリーダイヤル

平日

第2・4土曜日

8：00～17：00

8：00～12：00

ふ れ あ い み れ よ

※健診の予約は健診センターへ。《診療予約専用電話》

都合により、診療体制の変更もありますのでご了承ください。

・電話や来院による診療科の予約ができます。新患の方は、ご相談ください。
・予約済の方は、診療所1階の再来受付機で受付してから各科にお回りください。
・来院時には「プラスチックの診察券」をお持ちの方はご持参ください。
・初診時、又は月に一度は必ず「保険証」をお持ちください。
・お問い合わせは☎0852（23）1111までご連絡下さい。
・ホームページ httpｓ://www.matsue-seikyo.jp/　スマートフォン用サイトはこちらから↑

第1・第3・第5土曜日は、休診です。

松江市西津田8-8-8

※ 救急指定病院です。
　 急患の方は、お申し出ください。24時間体制です。

※ 健診は予約制で行っています。予約は電話でできます。
　 予約時間は、午前10：00～12：00、午後1：00～4：00。
※ 土曜日は第2、4の午前のみ行っています。
 

月
○
○

火
○

水
○
○

木
○
○

金
○
○

土
○午　前

午　後

松江市西津田7-14-21 ふれあい健康センター2階

○診療／15：00～　○受付／14：30～16：30

耳 鼻 科 仙 田 仙 田
月 金

専 門 外 来
大 腸 肛 門
ス ト ー マ
血 管

曜　日
月

第２水・第４水
水

受 付 時 間
8：00～11：00

完全予約制
8：00～11：00

（ふれあい診療所3階）

○診療／10：00～ ○受付 予　約／8：00～12：00
予約外／8：00～11：00

戸 田 戸 田 戸 田 戸 田 大学医師 戸 田
月 火 水 木 金 土

戸 田 戸 田 河 野

○診療／14：00～（月・火曜日）　13：00（木曜日）

○受付 予　約／13：30～15：30（月・火曜日）※第3月曜日完全予約制　
予約外／13：30～15：00（月・火曜日）　13：00～14：30（木曜日）

月 火 水 木

○受付／16：30～18：00○診療／17：00～戸 田
火

火　曜　日 内　　科脳神経内科 整形外科

内 科
循 環 器
不 整 脈

濵　　田 眞　　木 カ

脳 神 経 内 科 大 田 誠

鈴木・越田

月 火 水 木

大　　西
池田（第1・3・5）、

（松江医療センター）

消 化 器

呼 吸 器

メンタルヘルス科 富　　 澤

金

腎・透 析 科 上 田

眞木 高（第1・3・5）
眞 木 高

○受付　予　約／8：00～12：00
　　　　予約外／8：00～11：00

○診療／9：00～

火月 水 木 金 土

午前
午後
夜間

9：00～12：30（月～土）
14：00～16：30（月～金）
17：00～19：00（月・火）

松江市西津田7-14-21 ふれあい健康センター1階

※ 予約診療を行っています。予約は電話でもできます。
※ 痛みがひどいときは、電話でご相談ください。
※ 土曜日診療は第2、4、5土曜日の午前のみ行っています。
※ 矯正は第3月曜日で完全予約制です。

※ 月曜日の夕方診療は16：00～17：30です。
※ 第1、3、5土曜日は休診です。
※ デイサービス・居宅介護支援事業所を併設しています。

予 約 時 間

東出雲町揖屋1137-1

受付時間

8：30～12：00

月 火 水 木 金

濵　田　 吉岡（整形）
（第2・4）

仲　田
（第１・3）

濵　田
（第2・4）濵　田　 千　代

土

※脳神経内科：新患対応が可能な日は、火曜日、木曜日のみとなります。
ご了承ください。

※メンタルヘルス科に初めて受診を希望される方は、予約専用電話にお問い
合わせ下さい。

※火曜日、木曜日整形の受付は10時まで。

福 田

大 野

眞 木 高

眞 木 薫

内 田
佐 藤
山 本

仙 田

塩 野

宮 廻

髙 濱
吉 岡
嘉 本

大 西

交 代 制

仙 田

第2 鈴木・宮廻

第4 越田・鈴木
山下

塩 野

眞 木 薫 眞 木 薫
仲 田

大 西

吉 岡
榎田（大学）

福 田

宮 廻

内 田
　 橘 　
横 山

大 田 誠 大 田 誠
大田誠

仙 田

池 原

髙 濱
二 宮
嘉 本

山 下

韓

数 森
大 西

眞 木 薫

交 代 制

美 津 島

仙 田

大学医師

田 中

富 澤

鈴 木

池 原

※受付10時まで

（第1・3）
（再診のみ）

※受付10時まで

※受付10時まで ※受付10時まで
（第2）

（奇数月）

（第2のみ）

髙 濱
二 宮

大 野

大 西

越 田
山 下 鈴 木

（第 1・3）

柴 田

眞 木 薫

交 代 制

塩 野

大学医師
仙 田

大学医師

平
仲 田

佐 藤
山 本
横 山

二 宮
嘉 本

数 森

宮 廻

塩 野

美 津 島

仙 田

大学医師

（第2のみ）

中 村

内科

腎・透析科

メンタルヘルス科

放 射 線 科

脳 神 経 内 科 （再診のみ）

（宮廻は奇数月のみ）

新患

新患

新患

消化器
内科

循環器
内科

整 形 外 科

外 科

脳 神 経 外 科

耳 鼻 咽 喉 科

泌 尿 器 科

皮 ふ 科

眼 科

予約

予約

予約

完全予約制

完全予約制

完全予約制

完全予約制

完全予約制

受診時の
お願い

「第35回
戦争体験を語り継ぐ集い」

― 平和を伝えていくのはわたしたちの1歩から ―

い
さ
か

　初めて参加しました。参加してよかったですし、いろいろな方に「参加して
みてもらいたい」と思いました。
　大学生が戦争体験者から聞いたお話を２世代、３世代・・・と、どんどん語り
継いでいく事は平和にとって大切だと感じます。大学生たちが家族の影響か
ら平和の大切さを考えるようになったように、西尾さんのお話を聴く事がで
きた自分もまずは身近な家族から話をしてみたいと思います。私たちの暮ら
しの土台にある平和をこれからも大切にしていきたいと思います。（30代）

　今日はこの集いに参加し、平和がいかに大切か　戦争は絶対にやって
はいけないという気持ちを強く感じました。
　西尾さんの女学校の同級生223人もの尊い命が奪われ自分だけが生
きていて良いのかという苦しい気持ちを命ある限り自分が体験したこと
を伝えていこうと頑張っておられる姿に感動しました。
　今回は学生さん達とのディスカッションというとてもいい企画でした。
ありがとうございました。（60代）
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参加者の感想より
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